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第５章 乗車券類の様式 

  第１節 通 則 

（乗車券類の表示事項） 

第183条 乗車券類の表面には、次の各号に掲げる事項を表示する。 

(1)  旅客運賃・料金額 

(2)  有効区間 

(3)  有効期間 

(4)  発売日付 

(5)  発売箇所名 

２ 前項第３号及び第４号について、元号表示のものを西暦表示に、西暦表示のものを元号表示とす

ることがある。 

３ 次の各号に掲げる乗車券類にあつては、第１項に規定する表示事項の一部を省略することがある。 

(1)  臨時に発売する乗車券類 

(2)  その他特殊の乗車券類 

 

（この章に規定する乗車券類の様式の変更又は補足等） 

第184条 この章において規定する乗車券類の様式は、印刷上の形式であつて、それぞれの乗車券類は、

相当の事項を印刷するとともに、発売する際に、不足する事項又は印刷する事項を記入式とした事

項等については、印章を押し、記載し、切断し、又は入鋏する等の方法によつて補うものとする。 

２ 乗車券類の様式は、必要によつて、次の各号に定めるところにより変更することがある。 

(1)  前条第１項に規定する表示事項 

 イ 表示事項の一部の裏面表示 

 ロ 表示事項の配列の変更 

(2)  前号以外の様式 

 イ 乗車券類の寸法の変更 

 ロ 表示事項の表示箇所、配列又は表示方法の変更 

 ハ 表示事項の一部の省略又は追加 

３ 乗車券類の様式で、大人、小児等に共用できる様式のものであつても、専用の様式のものを使用

することがある。 

４ 小児用等の乗車券類は、次の各号に規定する記号を関係券片の表面に影文字等をもつて印刷する。 

(1)  小児用の乗車券類              「小」 

(2)  学生割引用の乗車券（通学定期乗車券を除く。） 

 イ 旅客鉄道会社線について割引となるもの  「学」 

 ロ 旅客鉄道会社以外の会社線（以下「連絡会社線」という。）について割引となるもの              

「社学」 

(3)  往復割引用の乗車券      

(4)  割引用の通学定期乗車券 

 イ 第103条第１号の規定によるもの     「小中」 

notes:///492565CD0019DAF9/AA20667AAA57BF1349257E07002EDD9B
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/1592DDA82F3DAF6D492568CB0018A1F1
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 ロ 第103条第２号の規定によるもの     「高」 

(5)  特別車両定期乗車券            「Ｇ」 

５ 普通乗車券と急行券、普通乗車券と特別車両券（急行・特別車両券を含む。）、普通乗車券と寝

台券（急行・寝台券を含む。）及び普通乗車券と座席指定券（急行・座席指定券を含む。）とは、

それぞれ１枚（連続して１枚としたものを含む。）のものとすることがある。 

６ 新幹線と新幹線以外の線区を直通して運転する特別急行列車に乗車する場合に発売する特別急行

券又は特別車両券については、新幹線の特別急行券又は特別車両券と新幹線以外の線区に対する特

別急行券又は特別車両券を１枚のものとすることがある。また、普通乗車券と当該特別急行券又は

特別車両券とは１枚のものとすることがある。 

７ 新幹線ののぞみ号等以外の特別急行列車に乗車する場合に発売する自由席特急券とのぞみ号等に

乗車する場合（のぞみ号等とのぞみ号等以外の新幹線の特別急行列車とを乗り継いで乗車する場合

を含む。）に発売する特定特急券は、共用のものとすることがある。 

８ 新幹線の特別急行列車に乗車する場合の自由席特急券又は特定特急券については、東京発着とな

るものと品川発着となるものを共用のものとすることがある。 

 

第185条 削除 

 

（字模様の印刷） 

第186条 この章に規定する乗車券類には、別に定める場合を除き、表面に次に掲げる字模様を印刷す

る。 

 

 

（乗車券類の駅名等の表示方） 

第187条 乗車券類の駅名及び旅客運賃・料金の表示方は、次のとおりとする。 

(1) 乗車券の発駅名及び着駅名は、旅客運賃の計算方に従つて表示する。ただし、団体乗車券及び

貸切乗車券の乗車区間については、乗車する列車の発駅名及び着駅名を表示する。 

(2) 大都市近郊区間内各駅相互発着及び発着区間の営業キロが片道100キロメートル以下の乗車券

にあつては、発駅名及び着駅名を略図をもつて、また、着駅名を金額をもつて表示することがあ

る。 

(3) 第86条及び第87条の規定により旅客運賃を計算する場合の乗車券の駅名は、次の例により表示

notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/1592DDA82F3DAF6D492568CB0018A1F1
notes:///492565CD0019DAF9/701FE8FB598BB92A49257E07002EDD01
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/3D593D82DAC68371492568CB00103F27
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する。ただし、団体乗車券及び貸切乗車券の行程・料金欄の発駅及び着駅については、実際に乗

降する駅名を表示する。 

   （例） 

            （和文）        （英文） 

  第86条の場合    東 京 都 区 内  ＴＯＫＹＯ ＷＡＲＤ ＡＲＥＡ 

            横浜市内・川崎・    ＹＯＫＯＨＡＭＡ ＣＩＴＹ ＺＯＮＥ 

            鶴見線内 

           

  大 阪 市 内     ＯＳＡＫＡ ＣＩＴＹ ＺＯＮＥ 

          

神 戸 市 内     ＫＯＢＥ ＣＩＴＹ ＺＯＮＥ  

           

広 島 市 内     ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ ＣＩＴＹ ＺＯＮＥ 

           

福 岡 市 内     ＦＵＫＵＯＫＡ ＣＩＴＹ ＺＯＮＥ 

           

   第87条の場合   東 京 山 手 線 内      ＴＯＫＹＯ ＬＯＯＰ ＺＯＮＥ 
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(4) 前号本文の規定による駅名の表示は、特別補充券等にあつては「都区内」又は「赤羽」の例に

より簡記し、又は略図をもつて表示することがある。 

(5) 一般式常備片道乗車券、常備往復乗車券及び常備急行券（指定急行券を除く。）にあつては、

旅客運賃又は急行料金が２駅以上の着駅又は下車駅に対して同額となる場合は、当該２駅以上を

共通の着駅又は下車駅として表示することがある。この場合、着駅名（常備往復乗車券の復片に

あつては発駅名）は、「弁天島・新居町ゆき」、「新居町・弁天島から」、「  間ゆき」、

「  間から」、「高崎・  間ゆき」又は「  ・高崎間」からの例により、また、

下車駅名は「  」又は「   間」の例により表示する。 

(6) 第88条の規定により旅客運賃を計算する場合の乗車券の駅名の表示方は、「新大阪・大阪から」、

「大阪・新大阪ゆき」の例により表示する。 

(7) 第184条第８項の規定により発売する場合の特別急行券の駅名は「東京・品川」の例により表

示する。 

(8) 乗車券類の表示事項は、英文と併記することがある。この場合、着駅名は 

「        」、発着駅名は「       ←→          」の例によ 

り表示する。 

(9) 第57条の２の規定による場合の急行券の標記は「急行券（乗継）」の例により表示する。 

(10) 第57条の３第２項の規定による場合の特別急行券の標記は、「Ｂ自由席特急券」の例により「Ｂ」

を冠記して表示する。 

(11) 第57条第１項第１号イの(ﾆ)の規定による場合の指定席特急券の標記は、「特急券（座席未指

定）」の例により表示する。 

 

（旅客運賃・料金の割引等に対する表示） 

第188条 旅客運賃・料金の割引等を行う乗車券類には、その証として、関係券片の表面（第８号に規

定する記号については裏面）に、ゴム印の押なつ
● ●

により、次の各号に定める記号等の表示を行う。

ただし、特に設備する乗車券類、第８号に規定する記号については、これと異なる表示方をし、又

はこの表示を省略することがある。 

(1) 旅客運賃・料金を割引するもの 

イ 第92条及び第107条第２号の規定による学生割引 

(ｲ) 旅客鉄道会社線について割引となるもの 

 

(ﾛ) 連絡会社線について割引となるもの 

 

 

甲 府 ゆ き 

ＴＯ ＫＯ
－
ＦＵ 

東 京  

ＴＯ
－
ＫＹＯ

－
 

横 浜 

ＹＯＫＯＨＡＭＡ 

notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/42ADF2D93BAB464E492568CB00105867
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/C2476BD6C9E7CBCC492568C8000E8FA7
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/0AD894ABC42C7ACE492568C8000FC119
notes:///492565CD0019DAF9/6A0FA180EFB25DD849257E07002EDDB7
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/77DBF4CC5DD773B5492568CB001AF3FA
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ロ 第93条の規定による被救護者割引 

(ｲ) 被救護者用 

 

(ﾛ) 付添人用 

 

ハ 第94条の規定による往復割引 

 

ニ 第74条の３の規定による臨時特殊割引 

(ｲ) 割引率の明らかなもの 

 

(ﾛ) 旅客鉄道会社線と連絡会社線との割引率が異なるもの又はそのいずれか一方に割引の

適用がないもの 

 

(ﾊ) (ｲ)及び(ﾛ)以外のもの 

 

ホ 第103条各号及び第104条各号の規定による定期割引 

(ｲ) 第103条第１号及び第104条第１号並びに第２号の規定によるもの 

 

 

(ﾛ) 第103条第２号及び第104条第３号の規定によるもの 

 

 

ヘ 第107条第１号の規定による学生割引 

 

notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/8C3D119EC5831072492568CB00121139
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/DE534FC5E05E5B0C492568CB001228B1
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/76DED9470608885A492568C800183859
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/1592DDA82F3DAF6D492568CB0018A1F1
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/A99D67E22EB57B75492568CB0018CC2F
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/1592DDA82F3DAF6D492568CB0018A1F1
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/A99D67E22EB57B75492568CB0018CC2F
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/1592DDA82F3DAF6D492568CB0018A1F1
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/A99D67E22EB57B75492568CB0018CC2F
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/77DBF4CC5DD773B5492568CB001AF3FA
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(2) 大人用又は大人小児用の乗車券を小児用とするもの 

イ 大人用の乗車券を小児用に代用するもの及び大人小児用の普通回数乗車券を小児に発売す

るもの 

 

ロ 乗車券類発売機用の大人小児用の乗車券を小児用とするもの 

 

(3) 旅客運賃・料金を後払いとするもの 

 

(4) 消費税が免除されるもの 

       

(5)  再交付するもの 

 

(6) 期間満了前の定期乗車券を回収して、期間の継続する新たな定期乗車券を、その有効期間の開

始前から有効とさせるもの 

 

(7) 普通乗車券、急行券又は特別車両券で有効期間の開始日又は乗車日を発売日後の日とするもの 

 

(8) 使用資格者であることの証明書類の携帯を必要とするもの 

又は「証第    号」 

(9) 片道乗車券２枚を発行し、往復乗車券に代用するもの 

 

(10) 第57条の２又は第61条の２の規定により証明をする乗車券、急行券及び座席指定券に対する

もの 

 

(11) 第57条の３第４項の規定により証明する乗車券及び特別急行券に対するもの 

notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/C2476BD6C9E7CBCC492568C8000E8FA7
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/374CFD6CA2D6C15B492568C800127093
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/0AD894ABC42C7ACE492568C8000FC119
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      「  」又は「幹在特」 

(12) 第57条の５第１項の規定により発売する急行券に対するもの 

イ 第57条の５第１項本文の規定に該当するもの 

遅れ承知 

遅れによる急行料金の

払いもどしはいたしま

せん。 

ロ 第57条の５第１項後段の規定に該当するもの 

遅れ承知（割引） 

遅れによる急行料金の

払いもどしはいたしま

せん。 

２ 常備式の乗車券類に前項第１号、第４号及び第12号ロに規定する記号を表示して発売する場合は、

当該乗車券類に表示されている旅客運賃・料金額及び有効期間を訂正しない。 

notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/99C41D8CBED09F68492568C800103560
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/99C41D8CBED09F68492568C800103560
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/99C41D8CBED09F68492568C800103560
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第２節 ～ 第８節 内容省略 

 

第２節 乗車券の様式 

第１款 普通乗車券の様式 

第 189条 （常備片道乗車券の様式） 

第 190条 （準常備片道乗車券の様式） 

第 191条 （補充片道乗車券の様式） 

第 192条 （車内片道乗車券の様式） 

第 193条 （常備往復乗車券の様式） 

第 194条 （準常備往復乗車券の様式） 

第 195条 （補充往復乗車券の様式） 

第 196条 （常備連続乗車券の様式） 

第 197条  削除 

第 198条 （補充連続乗車券の様式） 

 

第２款 定期乗車券の様式 

第 199条 （常備定期乗車券の様式） 

第 200条 （準常備定期乗車券の様式） 

第 201条 （補充定期乗車券の様式） 

第 202条  削除 

 

第３款 普通回数乗車券の様式 

第 203条 （常備普通回数乗車券の様式） 

第 204条 （補充普通回数乗車券の様式） 

第 205条  削除 

第 206条  削除 

第 207条  削除 

  

第４款 団体乗車券の様式 

第 208条 （団体乗車券の様式） 

 

第５款 貸切乗車券の様式 

第 209条 （貸切乗車券の様式） 

第 210条  削除 

 

第３節 急行券の様式 

第 211条 （常備急行券の様式） 

第 212条 （準常備急行券の様式） 

第 213条 （車内急行券の様式） 
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第４節 特別車両券の様式 

第 214条 （常備特別車両券の様式） 

第 215条 （準常備特別車両券の様式） 

第 216条 （車内特別車両券の様式） 

 

第５節 寝台券の様式 

第 217条 （常備寝台券の様式） 

第 218条 （準常備寝台券の様式） 

 

第６節 座席指定券の様式 

第 219条 （常備座席指定券の様式） 

第 220条 （準常備座席指定券の様式） 

第 221条 （車内座席指定券の様式） 

 

第７節 特殊乗車券類の様式 

第 222条 （クーポン乗車券類の様式） 

第 222条の２ （特殊共通券の様式） 

第 223条 （特殊指定共通券の様式） 

 

第８節 特別補充券の様式 

第 224条 （特別補充券の発行） 

第 225条 （一般用特別補充券の様式） 

第 226条 （特殊区間用特別補充券の様式） 

第 227条 （乗車変更専用特別補充券の様式） 
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 第６章 乗車券類の改札及び引渡し 

  第１節 通 則 

（乗車券類の改札） 

第228条 乗車の目的で乗降場に入場し、又は乗降場から出場しようとする者は、所定の乗車券類を所

持して、係員の改札（自動改札装置による改札を含む。以下乗車券類の改札及び引渡しについて同

じ。）を受け、定められた場所から入出場しなければならない。 

（注） 新幹線の特別急行券及び特別車両券(A)については、駅内に改札の箇所が設置されている場

合は、当該改札の箇所が出場の箇所である。 

２ 前項の規定による外、旅客は、係員の請求があるときは、いつでもその所持する乗車券類の改札

を受けなければならない。当該乗車券類の使用が証明書等の携帯を必要とするものであるときの証

明書等についてもまた同じ。 

 

（乗車券類の引渡し） 

第229条 旅客は、その所持する乗車券類が効力を失い、若しくは不要となつた場合又はその乗車券類

を使用する資格を失つた場合は、当該乗車券類を係員に引き渡すものとする。 

 

  第２節 乗車券の改札及び引渡し 

（普通乗車券の改札及び引渡し） 

第230条 普通乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際に、当該乗車券を係員に呈示して入鋏等を

受け、途中下車をする際に、これに途中下車印の押なつ
● ●

を受け、また、乗継をする際に、これを係

員に呈示して改札を受けるものとする。 

２ 普通乗車券を使用する旅客は、旅行を終了した際に、当該乗車券を係員に引き渡すものとする。 

 

（定期乗車券の改札及び引渡し） 

第231条 定期乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際及び旅行を終了した際に、当該乗車券を係

員に呈示してその改札を受けるものとする。 

２ 定期乗車券を使用する旅客は、当該乗車券の有効期間が満了した際に、直ちに、これを係員に引

き渡すものとする。 

 

（普通回数乗車券の改札及び引渡し） 

第232条 普通回数乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際に、当該乗車券を係員に呈示して入鋏

を受け、旅行を終了した際に、これを係員に引き渡すものとする。 

 

（団体乗車券及び貸切乗車券の改札及び引渡し） 

第233条 団体乗車券又は貸切乗車券を使用する旅客の引率者は、旅行を開始する際及び途中下車をす

る際に、当該乗車券を係員に呈示して改札を受けるものとする。 

２ 前項の引率者は、団体旅客又は貸切旅客が券面に表示された発着区間の旅行を終了した際に、そ

の所持する乗車券を係員に引き渡すものとする。 
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  第３節 急行券の改札及び引渡し 

（急行券の改札及び引渡し） 

第234条 急行券を使用する旅客は、急行列車に乗車する際に、その使用する急行券を係員に呈示して

入鋏又は改札を受け、また、下車した際に、使用ずみの急行券を係員に引き渡すものとする。 

 

  第４節 特別車両券の改札及び引渡し 

（特別車両券の改札及び引渡し） 

第235条 特別車両券を使用する旅客は、特別車両に乗車する際に、その使用する特別車両券を係員に

呈示して入鋏又は改札を受け、また、その使用を終えたときは、これを係員に引き渡すものとする。 

 

  第５節 寝台券の改札及び引渡し 

（寝台券の改札及び引渡し） 

第236条 寝台券を所持する旅客は、当該寝台車に乗車したときは、直ちに、当該乗車に必要な乗車券

及び急行券とともにこれを係員に呈示してその改札を受け、また、その使用を終えたときは、これ

を係員に引き渡すものとする。 

 

  第６節 コンパートメント券の改札及び引渡し 

（コンパートメント券の改札及び引渡し） 

第236条の２ コンパートメント券を使用する旅客は、コンパートメント個室車に乗車する際に、その

使用するコンパートメント券を係員に呈示して入鋏又は改札を受け、また、その使用を終えたとき

は、これを係員に引き渡すものとする。 

 

  第７節 座席指定券の改札及び引渡し 

（座席指定券の改札及び引渡し） 

第236条の３ 座席指定券を使用する旅客は、当該旅客車に乗車したときは、直ちに、その乗車に必要

な乗車券及び急行券とともにこれを係員に呈示してその改札を受け、また、使用を終えたときは、

これを係員に引き渡すものとする。 
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第７章 乗車変更等の取扱い 

  第１節 通 則 

（乗車変更等の取扱箇所） 

第237条 乗車変更その他この章に規定する取扱いは、駅又は車内において行う。ただし、旅客運賃及

び料金の払いもどしは、旅客中止駅等所定の駅に限つて取り扱う。 

２ 前項の規定にかかわらず、駅員無配置駅における乗車変更等の取扱いは、その隣接の駅員配置駅

において取り扱う。 

 

（手数料の収受） 

第237条の２ 第18条に規定する乗車券類のうち、２種類以上の乗車券類を１葉とした乗車券類につい

て、払いもどしをする場合で、手数料を収受するときには、別に定める場合を除き、普通乗車券、

急行券、特別車両券、寝台券、コンパートメント券又は座席指定券を各別のものとして手数料を収

受する。 

２ 第74条の４第１項及び第２項の規定により不足人員分について旅客運賃及び料金を収受して発売

した急行券及び特別車両券について、払いもどしをする場合は、実際乗車人員の料金合計額（特別

車両の個室については、特別車両料金合計額）について手数料を収受する。ただし、第273条第１項

第１号イに定める払いもどしの手数料については、急行券・特別車両券１葉につき330円とする。 

３ 第74条の４第３項の規定により発売した急行券及び特別車両券について、払いもどしをする場合

は、個室に適用する１室当りの特別車両料金について手数料を収受する。ただし、第273条第１項第

１号イに定める払いもどしの手数料については、急行券・特別車両券１葉につき330円とする。 

４ 第74条の５の規定により発売した急行券及び寝台券について、払いもどしをする場合は、個室設

備定員分（補助寝台使用時の補助寝台分の設備定員を含む。）の寝台料金合計額について手数料を

収受する。ただし、第273条第１項第１号イに定める払いもどしの手数料については、急行券・寝台

券１葉につき330円とする。 

５ 第74条の６の規定により不足人員分について旅客料金を収受して発売した急行券及びコンパート

メント券について、払いもどしをする場合は、個室設備定員分のコンパートメント料金合計額につ

いて手数料を収受する。ただし、第273条第１項第１号イに定める払いもどしの手数料については、

急行券・コンパートメント券１葉につき330円とする。 

６ 第184条第６項の規定により新幹線と新幹線以外の線区を直通して運転する特別急行列車に乗車

（新幹線と新幹線以外の特別急行列車を途中出場しないで乗り継ぐ場合を含む。以下同じ。）する

旅客に対して１枚で発売した特別急行券の両方を同時に払いもどしをする場合で、手数料を収受す

るときは、１枚の特別急行券として手数料を収受する。この場合、全区間又は一部区間について乗

車列車を指定している場合は、全区間の指定急行券とみなして取り扱うものとする。  

７ 前項にかかわらず、新幹線の特別急行券と博多南線の特別急行券を１枚で発売した特別急行券に

ついて、払いもどしをする場合で、手数料を収受するときは、新幹線の特別急行券と博多南線の特

別急行券を各別のものとして取り扱う。 

 

（払いもどし請求権行使の期限） 

第238条 旅客は、旅客運賃・料金について払いもどしの請求をすることができる場合であつても、当
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該乗車券類が発行の日の翌日から起算して１箇年を経過したときは、これを請求することができな

い。 

２ 前項の規定にかかわらず、第282条、第282条の２、第284条、第285条、第287条、第288条、第289

条、第290条及び第290条の２の規定により旅客運賃・料金について払いもどしの請求をする場合は、

払いもどしの事由が発生した日の翌日から起算して１箇年を経過するまでの間はこれを請求するこ

とができる。 

 

（旅客運賃・料金の払いもどしをする場合の限度額） 

第239条 旅客運賃・料金の払いもどしをする場合は、旅客の実際に支払つた旅客運賃・料金の額を限

度として取り扱う。 

 

（乗車変更をした乗車券類について旅客運賃・料金の収受又は払いもどしをする場合の既収額） 

第240条 乗車変更の取扱いをした乗車券類について、旅客運賃・料金の収受又は払いもどしをする場

合は、旅客が現に所持する乗車券類を発駅で購入した場合の旅客運賃・料金額を収受しているもの

として収受又は払いもどしの計算をする。 

 

  第２節 乗車変更の取扱い 

   第１款 通 則 

（乗車変更の種類） 

第241条 旅客が、その所持する乗車券類に表示された運送条件と異なる条件の乗車を必要とする場合

に当社が取り扱う変更（この変更を「乗車変更」という。）の種類は、乗車変更の申出の時期に応

じて、次の各号のとおりとする。 

(1) 当該乗車券類による旅行開始前又は使用開始前に申出があつた場合 

    乗車券類変更 

(2) 当該乗車券類による旅行開始後又は使用開始後に申出があつた場合 

 イ 区間変更 

 ロ 種類変更 

 ハ 指定券変更 

ニ 団体乗車券変更 

 

（乗車変更の取扱範囲） 

第242条 乗車変更の取扱いは、その変更の開始される駅の属する券片に限つて取り扱う。ただし、第

248条に規定する乗車券類変更については、変更開始駅は、制限しない。 

２ 前項の場合で、区間変更の取扱いをするときで、非変更区間と変更区間とを通じた経路が第68条

第４項の規定により営業キロ、擬制キロ又は運賃計算キロを打ち切つて計算する場合は、この取扱

いをしない。ただし、営業キロ、擬制キロ又は運賃計算キロを打ち切る駅までの区間に対しては、

乗車変更の取扱いをすることができる。 
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（割引乗車券等を所持する旅客に対する乗車変更の取扱制限） 

第243条 区間・経路等に制限のある種類の割引乗車券又は普通回数乗車券を所持する旅客に対しては、

乗車変更の取扱いをしない。 

２ 前項の規定にかかわらず、往復割引普通乗車券を所持する旅客に対しては、当該乗車券の往片及

び復片について同時に乗車券類変更の申出があつた場合に限り、その取扱いをする。 

 

（指定券等を所持する旅客に対する乗車変更の取扱制限等） 

第244条 指定券を所持する旅客が乗車変更をする場合は、同一の列車（列車を変更する場合は、変更

しようとする列車）の変更しようとする座席又は寝台に相当の余裕がある場合に限つて取り扱う。 

２ 第57条の２、第57条の３第４項、第61条の２及び第64条の規定によつて証明をした乗車券類を所

持する旅客がこれらの一部の乗車券類について乗車変更の取扱いを請求する場合は、証明をした乗

車券類の全部を呈示し、当該乗車券類以外の乗車券類についても必要な乗車変更又は払いもどし等

の取扱いを同時に請求しなければならない。 

３ 乗車列車を指定した団体乗車券を所持する旅客は、別に定める場合を除き、乗車列車が変更とな

る乗車変更の取扱いを請求することができない。 

 

（特別急行列車の個室に有効な乗車券類を所持する旅客に対する乗車変更の特殊取扱） 

第244条の２ 新幹線の特別急行列車の設備定員が複数の個室に有効な乗車券類を所持する旅客から、

乗車変更の申出があつた場合は、当該個室に乗車する旅客の全員が個室乗車区間について同一の乗

車変更を申し出た場合に限つて取り扱う。 

２ 前項の規定により乗車変更の取扱いをする場合、不足人員分について旅客運賃及び料金を収受し

ているときは、その不足人員分についても乗車変更の申出があつたものとみなして取り扱う。 

３ 新幹線の特別急行列車の個室に有効な乗車券類を所持する旅客は、旅行開始前又は使用開始前に

限つて、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、１回に限り、当該個室に乗車する人員の変

更をすることができる。この場合、原乗車券類に対するすでに収受した旅客運賃及び料金と変更後

の乗車券類に対する旅客運賃及び料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをする。 

４ 前各項の取扱いは、第57条第１項第１号イの(ﾊ)及び第58条第９項に規定する個室に有効な乗車券

類を所持する旅客に対する乗車変更の取扱いに準用する。 

 

（急行列車の寝台個室に有効な乗車券類を所持する旅客に対する乗車変更の特殊取扱） 

第244条の３ 急行列車の設備定員が複数の寝台個室に有効な乗車券類を所持する旅客から、乗車変更

の申出があつた場合は、当該個室に乗車する旅客の全員が個室乗車区間について同一の乗車変更を

申し出た場合に限つて取り扱う。 

 

（特別急行列車のコンパートメント個室に有効な乗車券類を所持する旅客に対する乗車変更の特殊取

扱） 

第244条の４ 特別急行列車の設備定員が複数のコンパートメント個室に有効な乗車券類を所持する

旅客から、乗車変更の申出があつた場合は、当該個室に乗車する旅客の全員が個室乗車区間につい
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て、同一の乗車変更を申し出た場合に限つて取り扱う。 

２ 前項の規定により乗車変更の取扱いをする場合、不足人員分について旅客料金を収受していると

きは、その不足人員分についても乗車変更の申出があつたものとみなして取り扱う。 

３ 特別急行列車のコンパートメント個室に有効な乗車券類を所持する旅客は、旅行開始前又は使用

開始前に限つて、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、１回に限り、当該個室に乗車する

人員の変更をすることができる。この場合、原乗車券類に対するすでに収受した旅客料金と変更後

の乗車券類に対する旅客料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをする。 

 

（継続乗車中の旅客に対する乗車変更の禁止） 

第245条 有効期間を経過した乗車券を使用して継続乗車中の旅客に対しては、乗車変更の取扱いをし

ない。 

 

（乗車変更の取扱いをした場合の乗車券類の有効期間） 

第246条 乗車変更の取扱いをした場合に交付する乗車券の有効期間は、原乗車券の有効期間から既に

経過した日数（取扱いの当日は含めない。）を差し引いた残余の日数とする。ただし、乗車券類変

更の取扱いをする場合は、第154条に規定する日数とする。 

２ 前項の規定により有効期間を計算する場合において、変更区間に対する第154条所定の日数から原

乗車券の有効期間の経過日数（取扱いの当日は含めない。）を差し引いた残余の日数を有効期間と

したほうが有効日数が多くなるときは、この残余の日数を有効期間とする。この場合、第249条第２

項第１号ロの規定により区間変更の取扱いをするときは、原乗車券の発駅から変更着駅までを変更

区間とする。 

 

（別途乗車） 

第247条 旅客が、乗車変更の請求をした場合において、その所持する乗車券が、乗車変更の取扱いに

ついて制限のあるものであるとき又は旅客運賃計算の打切り等によつて旅客の希望するとおりの変

更の取扱いができないものであるときは、その取扱いをしない区間について、別途乗車として、そ

の区間に対する相当の旅客運賃を収受して取り扱う。 

２ 旅客が、乗車券に表示された発着区間内の未使用区間の駅を発駅として、当該駅から分岐する他

の区間を別途に乗車する場合又は当該駅から折り返して原乗車券類の発着区間内を乗車する場合は、

前項の規定に準じて取り扱う。 

 

   第２款 旅行開始前又は使用開始前の乗車変更の取扱い 

（乗車券類変更） 

第248条 普通乗車券、急行券、特別車両券、寝台券、コンパートメント券又は座席指定券を所持する

旅客は、旅行開始前又は使用開始前に、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、１回に限つ

て、当該乗車券類から同種類の他の乗車券類に変更（この変更を「乗車券類変更」という。）する

ことができる。ただし、次の各号に定める乗車券類の変更については、これを同種類のものとみな

して取り扱うことができる。 

notes:///492565CD0019DAF9/3936C9846C9CE40B49257E07002EDC92
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/4A86726D5A1E1F30492568CC000BD48A
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/DB1AC01A5CF568BA492568CD001AACC3
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/DB1AC01A5CF568BA492568CD001AACC3
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 (1) 普通乗車券相互間の変更 

 (2) 指定急行券以外の急行券相互間の変更 

 (3) 自由席特別車両券（急行・自由席特別車両券(A)を含む。以下この条において同じ。）相互間

の変更 

 (4) 指定券（急行・指定席特別車両券(A)、急行・寝台券、急行・コンパートメント券及び急行・

座席指定券を含む。以下この条において同じ。）相互間の変更 

 (5) 指定急行券以外の急行券又は自由席特別車両券から指定券への変更 

２ 前項の規定にかかわらず、未指定特急券から未指定特急券以外の指定席特急券への乗車券類変更

は、当該未指定特急券に指定された列車群に含まれる１個の特別急行列車を指定する場合であつて、

かつ、未指定特急券の有効区間と変更後の指定席特急券の乗車区間が同一である場合に限り、乗車

券類変更の回数に含まない。ただし、未指定特急券以外の指定券から未指定特急券への変更を請求

することができない。 

３ 第１項の規定により、指定券（新幹線と新幹線以外の線区を直通して運転する特別急行列車に乗

車する旅客に対して１枚で発売した特別急行券であつて、全区間又は一部区間について乗車列車を

指定しているものを含む。）を原乗車券類として乗車券類変更の取扱いをする場合は、第21条の２

第１号及び第２号の規定による乗車券類の発売時間において発売のできる指定券への変更に限つて

取り扱い、また、当該指定券に表示された列車（２個以上の列車が表示されている場合は、先に乗

車することが予定されていた列車）が乗車駅を出発する時刻までに変更の申出があつたときに限つ

て取り扱う。 

４ 前項の規定にかかわらず、未指定特急券を原乗車券類として乗車券類変更の取扱いをする場合は、

その券面に表示された乗車日までに変更の申し出があつたときに限つて取り扱う。 

５ 第244条及び第３項の規定は、第１項第５号の規定により、指定急行券以外の急行券又は自由席特

別車両券を原乗車券類として乗車券類変更の取扱いをする場合に準用する。 

６ 乗車券類変更の取扱いをする場合は、原乗車券類に対するすでに収受した旅客運賃及び料金と、

変更する乗車券類に対する旅客運賃及び料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしを

する。 

７ 前項の規定により旅客運賃及び料金の計算をする場合に、原乗車券類が割引のものであつて、そ

の割引が実際に乗車する区間に対して適用のあるものであるときは、実際の乗車する区間に対する

旅客運賃及び料金を原乗車券類に適用した割引率による割引の旅客運賃及び料金によつて計算する。 

 

   第３款 旅行開始後又は使用開始後の乗車変更の取扱い 

（区間変更） 

第249条 普通乗車券、自由席特急券、特定特急券、普通急行券又は自由席特別車両券を所持する旅客

は、旅行開始後又は使用開始後に、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、当該乗車券類に

表示された着駅、営業キロ又は経路について、次の各号に定める変更（この変更を「区間変更」と

いう。）をすることができる。 

(1) 着駅又は営業キロを、当該着駅を超えた駅又は当該営業キロを超えた営業キロへの変更 

(2) 着駅を、当該着駅と異なる方向の駅への変更 
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(3) 経路を、当該経路と異なる経路への変更 

２ 区間変更の取扱いをする場合は、次の各号に定めるところにより取り扱う。 

(1) 普通乗車券 

イ 次により取り扱う。この場合、原乗車券が割引普通乗車券（学生割引普通乗車券を除く。）

であつて、その割引が実際に乗車する区間に対しても適用のあるものであるときは、変更区間

及び不乗区間に対する旅客運賃を原乗車券に適用した割引率による割引の普通旅客運賃によつ

て計算する。 

(ｲ) 前項第１号に規定する場合は、変更区間に対する普通旅客運賃を収受する。 

(ﾛ) 前項第２号及び第３号に規定する場合は、変更区間（変更区間が２区間以上ある場合で、

その変更区間の間に原乗車券の区間があるときは、これを変更区間とみなす。以下同じ。）

に対する普通旅客運賃と、原乗車券の不乗区間に対する普通旅客運賃とを比較し、不足額は

収受し、過剰額は払いもどしをしない。 

ロ イの場合において、原乗車券（学生割引普通乗車券を除く。）が次のいずれかに該当すると

きは、原乗車券の区間に対するすでに収受した旅客運賃と、実際の乗車区間に対する普通旅客

運賃とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをしない。この場合、原乗車券が割引

普通乗車券であつて、その割引が実際に乗車する区間に対しても適用のあるものであるときは、

実際の乗車区間に対する普通旅客運賃を原乗車券に適用した割引率による割引の普通旅客運賃

によつて計算する。 

(ｲ) 大都市近郊区間内にある駅相互発着の乗車券で、同区間内の駅に区間変更の取扱いをす

るとき 

(ﾛ) 片道の乗車区間の営業キロが100キロメートル以内の普通乗車券で区間変更の取扱いを

するとき 

(2) 自由席特急券、特定特急券、普通急行券又は自由席特別車両券 

原乗車券類に対するすでに収受した料金と、実際の乗車区間の営業キロ又は同区間に対する料

金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをしない。 

 

（特定区間等の途中駅が変更の開始又は終了となる区間変更の場合の旅客運賃の計算方） 

第250条 第69条に規定する特定区間又は第157条に規定する選択乗車区間の適用のある普通乗車券を

所持する旅客が、旅行開始後に、当該特定区間又は選択乗車区間の途中駅が変更の開始又は終了と

なる区間変更をする場合は、旅客運賃計算の変更開始駅又は変更終了駅を次の各号に定める駅とし

て旅客運賃の計算をする。 

  (1) 第69条の特定区間内の場合は、特定区間内の分岐となる駅とする。 

  (2) 第157条の選択乗車区間内の場合は、旅客運賃計算経路の駅が変更の開始又は終了となる場合は

その駅とし、旅客運賃計算経路でない一方の経路の駅が変更の開始又は終了となる場合は、その

選択乗車区間が開始又は終了となる駅とする。 

２ 第70条第１項に規定する特定区間の適用のある普通乗車券（第70条第２項の適用のあるものを除

く。）を所持する旅客が、旅行開始後に、同区間内の駅を変更開始駅とし、同区間外にまたがる区

間変更をする場合は、同区間内における入口の駅を旅客運賃計算の変更開始駅として旅客運賃の計

notes:///492565CD0019DAF9/FB7B98ADA6EF640649257E07002EDCE1
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/6487D4F451CF013D492568CC000DE800
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/5AD77AF0F2028AD0492568C80015E0AD
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/6487D4F451CF013D492568CC000DE800
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/DFE42D25C89855D2492568C80017122D
notes:///49257C8200320EC8/C7A44CD53004272B492568DD000FEBC4/DFE42D25C89855D2492568C80017122D
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算をする。 

３ 第70条第２項に規定する特定区間の適用のある普通乗車券を所持する旅客が、旅行開始後に、同

区間内の駅を変更開始駅とし、同区間外にまたがる区間変更をする場合は、旅客運賃計算の変更開

始駅を次の各号に定める駅として旅客運賃の計算をする。 

(1)  第69条第１項第５号に規定する特定区間内の場合は、特定区間内の分岐となる駅とする。 

 (2) 第70条第１項に規定する特定区間内の場合は、同区間内における旅客運賃計算経路上の入口の

駅とする。 

 

（種類変更） 

第251条 自由席特急券、特定特急券、普通急行券又は特別車両券を所持する旅客は、使用開始後に、

あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、１回に限つて、当該乗車券類について、次の各号に

定める種類の変更（この変更に伴う営業キロ地帯又は区間の変更を含む。）（この変更を「種類変

更」という。）をすることができる。ただし、種類変更は、原乗車券類の全区間について変更する

場合に限つて取り扱う。 

(1)  自由席特急券、特定特急券又は普通急行券の相互間の変更 

(2)  自由席特別車両券(A)又は自由席特別車両券(B)の相互間の変更 

２ 種類変更の取扱いをする場合は、原乗車券類に対するすでに収受した料金と、実際の乗車区間の

営業キロ又は同区間に対する料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをしない。 

 

（指定券変更） 

第252条 指定急行券、指定特別車両券、寝台券、コンパートメント券又は座席指定券を所持する旅客

は、使用開始後に、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、１回に限つて、当該乗車券類に

ついて区間又は利用施設の変更（これらの変更を「指定券変更」という。）をすることができる。

ただし、のぞみ号等及びはやぶさ号等の指定席、東京・京都間の新幹線停車駅と新鳥栖・鹿児島中

央間の新幹線停車駅との相互間の指定席並びにグランクラスへの変更を除く。 

２ 前項の規定にかかわらず、未指定特急券以外の指定券を所持する旅客は、未指定特急券への変更

を請求することができない。 

３ 第１項ただし書にかかわらず、のぞみ号等の指定席への変更の申出があつた場合は、のぞみ号等

の指定席の使用を開始した駅から前途ののぞみ号等に乗車する全区間について指定券変更を行つた

後、満席等により一部指定席を使用できなくなつた場合であつても当該不使用区間に対する特別急

行料金の払いもどしを請求しないことを旅客が承諾する場合に限つて、指定券変更の取扱いをする

ことがある。 

４ 第１項ただし書にかかわらず、はやぶさ号等の指定席への変更の申出があつた場合は、はやぶさ

号等の指定席の使用を開始した駅から前途のはやぶさ号等に乗車する全区間について指定券変更を

行つた後、満席等により一部指定席を使用できなくなつた場合であつても当該不使用区間に対する

特別急行料金の払いもどしを請求しないことを旅客が承諾する場合に限つて、指定券変更の取扱い

をすることがある。 

５ 第１項ただし書にかかわらず、東京・京都間の新幹線停車駅と新鳥栖・鹿児島中央間の新幹線停

車駅との相互間の指定席への変更（ただし、変更後の指定席使用区間が東京・小倉間の新幹線停車

notes:///49257C8200320EC8/C7A44CD53004272B492568DD000FEBC4/DFE42D25C89855D2492568C80017122D
notes:///49257C8200320EC8/C7A44CD53004272B492568DD000FEBC4/5AD77AF0F2028AD0492568C80015E0AD
notes:///49257C8200320EC8/C7A44CD53004272B492568DD000FEBC4/DFE42D25C89855D2492568C80017122D
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駅と新鳥栖・鹿児島中央間の新幹線停車駅との相互間となる場合に限る。）の申出があつた場合は、

当該乗車の指定席の使用を開始した駅から前途の新幹線の特別急行列車に乗車する全区間について

指定券変更を行つた後、満席等により一部指定席を使用できなくなつた場合であつても当該不使用

区間に対する特別急行料金の払いもどしを請求しないことを旅客が承諾する場合に限つて、指定券

変更の取扱いをすることがある。 

６ 第１項ただし書にかかわらず、グランクラスへの変更の申出があつた場合は、グランクラスの使

用を開始した駅から前途のグランクラスに乗車する全区間について指定券変更を行つた後、満席等

により一部グランクラスを使用できなくなつた場合であつても当該不使用区間に対する特別車両料

金(A)の払いもどしを請求しないことを旅客が承諾する場合に限つて、指定券変更の取扱いをするこ

とがある。 

７ 指定券変更は、列車が変更とならない場合に限つて取り扱う。 

８ 指定券変更の取扱いをする場合は、原乗車券類に対するすでに収受した料金と、実際の乗車区間

の営業キロ又は同区間に対する料金（未指定特急券にあつては、原未指定特急券に適用した指定席

特急料金によつて計算した実際の乗車区間に対する指定席特急料金）とを比較し、不足額は収受し、

過剰額は払いもどしをしない。 

９ 指定急行券以外の急行券又は自由席特別車両券を所持する旅客は、使用開始後にあらかじめ係員

に申し出て、その承諾を受け、当該急行券又は自由席特別車両券を指定券（急行・指定席特別車両

券(A)、急行・寝台券、急行・コンパートメント券及び急行・座席指定券を含む。）に変更すること

ができる。この場合は、前各項の規定を準用する。 

 

（団体乗車券変更） 

第253条 団体乗車券を所持する旅客は、使用開始後に、あらかじめ係員に申し出て、その承諾を受け、

１回に限つて、区間変更、指定券変更又は乗車列車の変更をすることができる。ただし、これらの

変更は、輸送上の支障がない場合に限り取り扱い、また、指定券に関する変更については、原団体

乗車券に表示された列車が乗車駅を出発する時刻の２時間前までに申し出があつた場合に限つて取

り扱う。 

２ 団体乗車券変更の取扱いをする場合は、旅客運賃収受人員又は変更人員に対して、次の各号に定

めるところにより計算した旅客運賃及び料金を収受する。この場合、旅客運賃については、無割引

の普通旅客運賃によつて計算する。 

(1) 区間変更の取扱いをする場合の旅客運賃及び料金の計算方は、第249条第２項第１号イ及び同

項第２号の規定を準用する。 

(2) 指定券変更の取扱いをする場合の料金の計算方は、第252条第８項の規定を準用する。 

(3) 乗車列車の変更の取扱いをする場合の旅客運賃及び料金の計算方は、次による。 

イ 旅客運賃 

   乗車区間に変更のない場合は、収受しない。 

ロ 急行料金、特別車両料金、寝台料金、コンパートメント料金及び座席指定料金 

  原列車に対するすでに収受した料金と変更する列車に対する実際の乗車区間の営業キロ又

は同区間について計算した料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをしない。 

３ 第250条の規定は、団体乗車券による区間変更の場合の旅客運賃の計算方に準用する。 
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第254条 削除 

 

第255条 削除 

 

第256条 削除 

 

第257条 削除 

 

第258条 削除 

 

第259条 削除  

 

第260条 削除 

 

  第３節 旅客の特殊取扱 

   第１款 通 則 

（旅客運賃・料金の払いもどしに伴う割引証等の返還） 

第261条 旅客は、割引証等を提出して購入した乗車券類について払いもどしの取扱いを受けた場合は、

既に提出した割引証等の返還を請求することができない。 

 

（乗車変更等の手数料の払いもどし） 

第262条 旅客は、当社が乗車変更等の際に収受した手数料は、払いもどしを請求することができない。 

 

（旅客運賃・料金の払いもどしをしない場合） 

第263条 旅客は、第148条の規定により小児が大人用の乗車券類を使用して乗車した場合の旅客運

賃・料金の差額については、払いもどしを請求することができない。 

 

   第２款 乗車券類の無札及び無効 

（乗車券の無札及び不正使用の旅客に対する旅客運賃・増運賃の収受） 

第264条 旅客が、次の各号の１に該当する場合は、当該旅客の乗車駅からの区間に対する普通旅客運

賃と、その２倍に相当する額の増運賃とをあわせ収受する。 

(1) 係員の承諾を受けず、乗車券を所持しないで乗車したとき。 

(2) 別に定める場合を除いて、乗車券に入鋏を受けないで乗車したとき。 

(3) 第167条の規定によつて無効となる乗車券（偽造の乗車券を含む。）で乗車したとき。 

(4) 乗車券改札の際にその呈示を拒み、又はその取集めの際に引渡しをしないとき。 

(5) 乗車する列車を指定した定期乗車券を使用して指定以外の列車に乗車したとき。 

２ 前項の場合、旅客が、第167条第１項第６号の規定により無効となる２以上の普通回数乗車券で乗

車したときは、当該各普通回数乗車券の券面に表示された区間と区間外とを通じた区間を乗車した
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ものとして計算した前項の規定による旅客運賃及び増運賃を、当該旅客から収受する。 

３ 団体旅客が、その乗車券の券面に表示された事項に違反して乗車した場合は、第４項に該当する

ときを除き、その全乗車人員について計算した第１項の規定による旅客運賃及び増運賃を、その団

体申込者から収受する。 

４ 団体旅客が、乗車券面に表示された人員を超過して乗車し、又は小児の人員として大人を乗車さ

せたときは、第167条の規定にかかわらず、その超過人員又は大人だけを、その団体申込者から第１

項本文の規定による旅客運賃及び増運賃を収受する。 

 

（定期乗車券等不正使用旅客に対する旅客運賃・料金の収受） 

第265条 第168条第１項の規定により定期乗車券を無効として回収した場合（同条第２項において準

用する場合を含む。）は、当該旅客から次の各号による普通旅客運賃（特別車両定期乗車券にあつ

ては、特別車両料金を含む。）と、その２倍に相当する額の増運賃とをあわせて収受する。 

(1) 第168条第１項第１号から第５号までの１に該当する場合は、その定期乗車券の効力が発生し

た日（第５号に該当する場合で効力の発生した日が異なるときは、発見日に近い日）から、同項

第７号に該当する場合はその使用資格を失つた日から、同項第８号に該当する場合はその発売の

日から、同項第９号に該当する場合はその有効期間満了の日の翌日からそれぞれの無効の事実を

発見した当日まで、その定期乗車券を使用して（特別車両定期乗車券にあつては、特別車両に乗

車したものとして）券面に表示された区間（同項第５号の場合においては、各定期乗車券の券面

に表示された区間と区間外とを合わせた区間、また、特殊均一定期乗車券にあつては、営業キロ

35キロメートル相当分）を、毎日１往復（又は２回）ずつ乗車したものとして計算した普通旅客

運賃（特別車両定期乗車券にあつては、特別車両料金を含む。） 

(2) 第168条第１項第６号に該当する場合であつて、普通回数乗車券を使用したときは、定期乗車

券及び普通回数乗車券の券面に表示された区間と、その区間外とを通じた区間を、当該券片に対

して往復乗車したものとして計算した普通旅客運賃（特別車両定期乗車券にあつては、特別車両

料金を含む。） 

(3) 第168条第１項第６号に該当する場合であつて普通乗車券を使用したとき及び同項第10号から

第12号までの１に該当する場合は、その乗車した区間に対する普通旅客運賃（特別車両定期乗車

券にあつては、特別車両料金を含む。） 

２ 前項の規定は、他運輸機関等が発行した乗車証又は証明書等であつて、これらを呈示すれば当該

運輸機関等が運行する列車、船等に乗車船できるものを使用したときに準用する。この場合、当該

乗車証等の効力が発生した日から当該旅客の乗車駅からの区間を、毎日１往復ずつ乗車したものと

して計算した普通旅客運賃とその２倍に相当する額の増運賃をあわせて収受する。 

 

（乗車駅等が不明の場合の旅客運賃・増運賃等の計算方） 

第266条 第264条の規定により旅客運賃・増運賃を収受する場合において、当該旅客の乗車駅が判明

しない場合は、その列車の出発駅（出発駅の異なる２個以上の列車を併結運転している場合は、そ

の最遠の出発駅。また、接続列車のある場合でその接続列車に乗車したことが明らかなときは、そ

の接続列車の出発駅）から、また、乗車車両が判明しない場合で、その列車に特別車両が連結され
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ているときは、その特別車両に乗車したものとみなして同条の規定を適用する。 

 

（急行券等の無札及び不正使用の旅客に対する急行料金・増料金等の収受） 

第267条 第264条及び前条の規定は、急行券、特別車両券、寝台券、コンパートメント券及び座席指

定券に準用する。 

 

   第３款 乗車券類の紛失 

（乗車券類紛失の場合の取扱方） 

第268条 旅客が、旅行開始後、乗車券類を紛失した場合であつて、係員がその事実を認定することが

できないときは、既に乗車した区間については、第264条・第266条又は前条の規定による旅客運賃・

料金及び増運賃・増料金を、前途の乗車区間については、普通旅客運賃・料金を収受し、また、係

員がその事実を認定することができるときは、その全乗車区間に対する普通旅客運賃・料金を収受

して、増運賃及び増料金は収受しない。 

２ 前項の場合、旅客は、旅行終了駅において、再収受証明書の交付を請求（未指定特急券以外の指

定券にあつては、同一列車の場合に限る。また、未指定特急券にあつては、同一列車群の場合に限

る。）することができる。ただし、定期乗車券又は普通回数乗車券を使用する旅客は、この限りで

ない。 

３ 第１項後段及び前項の規定は、旅客が旅行開始前に、乗車券類（定期乗車券及び普通回数乗車券

を除く。）を紛失した場合に準用する。 

 

（再収受した旅客運賃・料金の払いもどし） 

第269条 前条の規定によつて普通旅客運賃・料金及び増運賃・増料金を支払つた旅客は、紛失した乗

車券類を発見した場合は、その乗車券類と再収受証明書とをもより駅に差し出して、発見した乗車

券類１枚につき手数料220円（指定券にあつては、330円）を支払い、再収受証明書に記入された旅

客運賃・料金について払いもどしの請求をすることができる。ただし、普通旅客運賃・料金及び増

運賃・増料金を支払つた日の翌日から起算して１箇年を経過したときは、これを請求することがで

きない。 

 

（団体乗車券又は貸切乗車券紛失の場合の取扱方） 

第270条 旅客が、団体乗車券又は貸切乗車券を紛失した場合であつて、係員がその事実を認定するこ

とができるときは、第268条の規定にかかわらず、別に旅客運賃又は料金を収受しないで、相当の団

体乗車券又は貸切乗車券の再交付をすることがある。ただし、再交付の請求をしたときにおいて、

当該乗車券類について既にその旅客運賃・料金の払いもどしをしている場合を除く。 

 

   第４款 任意による旅行の取りやめ 

（旅行開始前の旅客運賃の払いもどし） 

第271条 旅客は、旅行開始前に、普通乗車券が不要となつた場合は、その乗車券の券片が入鋏前で、

かつ、有効期間内（前売の乗車券については、有効期間の開始日前を含む。）であるときに限つて、
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これを駅に差し出して既に支払つた旅客運賃の払いもどしを請求することができる。この場合、旅

客は、手数料として、乗車券１枚につき220円を支払うものとする。 

２ 前項の規定により払いもどしの請求をした乗車券が往復又は連続乗車を発売条件として発売した

割引乗車券であつて往片等その一部を使用している場合の払いもどし額は、同項の規定にかかわら

ず、既に収受した往復旅客運賃又は連続旅客運賃から既に使用した往片等の券片区間に対する無割

引の普通旅客運賃を差し引いた残額とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、第57条の２、第57条の３第４項又は第61条の２の規定により発売し

た急行券又は座席指定券とともに使用する普通乗車券については、同条の規定によつて証明をした

急行券を同時に提出し、かつ、これらの急行料金又は座席指定料金とともに払いもどしの請求をし

なければならない。 

４ 第１項の規定にかかわらず、第64条の規定によつて証明をした普通乗車券については、同条の規

定によつて証明をした指定券を同時に提出し、かつ、指定された列車が乗車駅を出発する時刻まで

（未指定特急券にあつては、その券面に表示された乗車日まで）のものにあつては、これらの料金

の払いもどしをともに請求しなければならない。 

 

（使用開始前の定期旅客運賃、普通回数旅客運賃、急行料金及び特別車両料金の払いもどし） 

第272条 前条第１項の規定は、有効期間の開始日前の定期乗車券並びに使用開始前の普通回数乗車券、

指定急行券以外の急行券（団体乗車券又は貸切乗車券によつて発売したものを除く。）及び自由席

特別車両券（団体乗車券又は貸切乗車券によつて発売したものを除く。）について準用する。 

２ 第57条の２の規定により発売した急行券（指定席特急券及び立席特急券を除く。）について前項

の払いもどしをする場合は、同時に使用する乗車券及び同条の規定により発売した他の急行券を同

時に呈示し、当該急行券の払いもどしを請求しなければならない。この場合、割引をした乗継用の

急行券をすでに使用しているときの払いもどし額は、前項の規定にかかわらず、払いもどしをする

急行券のすでに収受している急行料金から割引をした乗継用の急行券に対する割引額と原急行券１

枚につき手数料220円とを差し引いた残額とする。 

３ 第57条の３第４項の規定により発売した特別急行券（指定席特急券及び立席特急券を除く。）に

ついて第１項の払いもどしをする場合は、同時に使用する乗車券及び同条同項の規定により発売し

た他の特別急行券を同時に呈示し、当該特別急行券の払いもどしを請求しなければならない。この

場合、同条同項に規定する特定の特別急行料金(以下「乗継用の特別急行料金」という。)により発

売した特別急行券をすでに使用しているときの払いもどし額は、第１項の規定にかかわらず、払い

もどしをする特別急行券のすでに収受している特別急行料金からすでに使用した特別急行券の区間

に対する所定の特別急行料金と乗継用の特別急行料金との差額と原特別急行券１枚につき手数料

220円とを差し引いた残額とする。 

４ 第63条第２項の規定によつて発売した普通急行券について第１項の払いもどしをする場合は、同

時に発売した特別車両券、寝台券又は座席指定券とともに請求するときに限つて、この取扱いをす

る。この場合、払いもどし手数料は、特別車両料金、寝台料金又は座席指定料金について第１項又

は次条第１項の規定により収受し、普通急行料金については、これを収受しない。 
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（指定券に対する料金の払いもどし） 

第273条 旅客は、指定券（未指定特急券及び団体旅客又は貸切旅客に発売した指定券を除く。）が不

要となつた場合は、その指定を受けた列車（２個以上の列車について指定を受けている場合は、先

に乗車することが予定されていた列車）がその乗車駅を出発する時刻までにこれを駅に差し出した

ときに限つて、次の各号に定める額（10円未満のは
●

数は切り捨てる。）を手数料として支払い、当

該指定券に対する急行料金、特別車両料金、寝台料金、コンパートメント料金又は座席指定料金の

払いもどしを請求することができる。この場合、変更前の指定券に表示された列車の出発する日の

前日又は当日に乗車券類変更の取扱いをしたものにあつては、変更前の指定券について、変更の取

扱いをした時刻を払いもどしの請求をした時刻とみなして手数料を支払うものとする。 

 (1) 立席特急券又は特定特急券（乗車日及び乗車列車を指定して発売したものに限る。以下この条

において同じ。）以外の指定券（新幹線と新幹線以外の線区を直通して運転する特別急行列車に

乗車する旅客に対して１枚で発売した特別急行券であつて、全区間又は一部区間について乗車列

車を指定しているものを含む。） 

 イ 出発する日の２日前までに請求した場合は、330円（第57条第１項第１号イの(ｲ)ただし書及

び第58条第１項第１号イただし書の規定により設備定員と同一の人員に対して１葉で発売し

た指定券にあつては、１葉につき330円）。 

 ロ 出発する時刻までに請求した場合は、すでに支払つた当該料金の３割に相当する額（第57条

第１項第１号イの(ｲ)ただし書及び第58条第１項第１号イただし書の規定により設備定員と同

一の人員に対して１葉で発売した指定券にあつては、料金合計額（特別車両の個室にあつては

特別車両料金合計額）の３割に相当する額とし、新幹線と新幹線以外の線区を直通して運転す

る特別急行列車に対して１枚で発売した特別急行券にあつては、新幹線区間に対する特別急行

料金と在来線区間に対する特別急行料金とを合算した額の３割に相当する額とする。）。ただ

し、330円に満たない場合は、330円とする。 

(2) 立席特急券及び特定特急券 

   220円 

２ 旅客は、未指定特急券が不要となつた場合は、その券面に表示された乗車日までに駅に差し出し

たときに限つて、１枚につき330円の手数料を支払い、当該未指定特急券に対する特別急行料金の払

いもどしを請求することができる。 

３ 第57条の２の規定により発売した指定席特急券及び立席特急券又は第61条の２の規定により発売

した座席指定券について前項の払いもどしをする場合は、同時に使用する乗車券及び同条の規定に

より発売した他の急行券を同時に呈示し、当該急行券又は座席指定券の払いもどしを請求しなけれ

ばならない。この場合、割引をした乗継用の急行券又は座席指定券を既に使用しているときの払い

もどし額は、前項の規定にかかわらず、当該指定席特急券若しくは立席特急券又は座席指定券の既

に収受している料金から割引をした乗継用の急行券又は座席指定券に対する割引額と前項の手数料

とを差し引いた残額とする。 

４ 第57条の３第４項の規定により発売した指定席特急券、立席特急券及び特定特急券について第１

項の払いもどしをする場合は、同時に使用する乗車券及び同条の規定により発売した他の特別急行

券を同時に呈示し、当該特別急行券の払いもどしを請求しなければならない。この場合、乗継用の
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特別急行料金により発売した特別急行券をすでに使用しているときの払いもどし額は、第１項の規

定にかかわらず、払いもどしをする急行券のすでに収受している特別急行料金からすでに使用した

特別急行券の区間に対する所定の特別急行料金と乗継用の特別急行料金との差額と第１項の手数料

とを差し引いた残額とする。 

５ 第63条第１項の規定により発売した指定席特別車両券(A)、寝台券又はコンパートメント券につい

て第１項の払いもどしをする場合は、同時に発売した指定席特急券とともに請求するときに限つて、

この取扱いをする。この場合、払いもどし手数料は、特別車両料金(A)、寝台料金又はコンパートメ

ント料金については第１項の規定により収受し、指定席特急料金については、これを収受しない。 

６ 前項の規定は、第58条第６項の規定により新幹線の区間と新幹線以外の区間を通じた全区間に対

して１枚で発売した特別車両券（A）及び同時に発売した指定席特急券に準用する。 

７ 大人と小児又は小児と小児が１個の寝台を使用するため購入した２枚の特別急行券のうちの１枚

について第１項の払いもどしをする場合の払いもどし手数料は、同項の規定にかかわらず、１枚に

つき220円とする。 

８ 第64条の規定によつて証明をした指定券について第１項の払いもどしを請求する旅客は、同条の

規定によつて証明をした乗車券及び急行券を同時に呈示しなければならない。 

 

（旅行開始前の団体旅客運賃・料金又は貸切旅客運賃・料金の払いもどし） 

第273条の２ 旅客は、旅行開始前に団体乗車券又は貸切乗車券が不要となつた場合は、始発駅出発時

刻前まで（指定券に対する払いもどしについては、当該列車が乗車駅を出発する時刻の２時間前ま

で）にこれを駅に差し出したときに限つて、すでに支払つた団体旅客運賃・料金又は貸切旅客運賃・

料金の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、手数料として乗車券１枚につき220

円を支払うほか、次の各号に定める場合は、当該各号に定める額（10円未満のは
●

数は、切り捨てる。）

を別に支払うものとする。 

(1) 保証金を収受している場合 

    保証金に相当する額及び指定券１枚ごとに、次に規定する手数料に相当する額 

 イ 出発する日の２日前までに請求した場合は、330円 

 ロ 出発時刻の２時間前までに請求した場合は、すでに支払つた当該料金の３割に相当する額。

ただし、330円に満たない場合は、330円とする。 

(2) 指定保証金を収受している場合 

    指定券１枚ごとに、次に規定する手数料に相当する額 

 イ 出発する日の２日前までに請求した場合は、330円 

 ロ 出発時刻の２時間前までに請求した場合は、すでに支払つた当該料金の３割に相当する額。

ただし、330円に満たない場合は、330円とする。 

２ 団体旅客又は貸切旅客の人員が、旅行開始前に減少した場合で、請求があるときは、減少した人

員に対し、前項の規定を準用して旅客運賃・料金を払いもどしすることがある。 

３ 前条第５項の規定は、前各項の規定により払いもどしの取扱いをする場合に準用する。 
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（旅行開始後又は使用開始後の旅客運賃の払いもどし） 

第274条 旅客は、普通乗車券を使用して旅行を開始した後、旅行を中止した場合は、その乗車券が、

有効期間内であつて、かつ、その乗車しない区間の営業キロが、100キロメートルを超えるとき（乗

車変更の取扱いをしたため100キロメートルを超える場合を除く。）に限つて、これをその旅行を中

止した駅に差し出し、既に支払つた旅客運賃から既に乗車した区間の普通旅客運賃（当該乗車券が

往復割引普通乗車券以外の割引乗車券で、旅行を中止しても既に乗車した区間だけでその割引条件

を満たすときは、割引普通旅客運賃）を差し引いた残額の払いもどしを請求することができる。こ

の場合、旅客は、手数料として、乗車券１枚につき220円を支払うものとする。 

２ 往復乗車券又は連続乗車券の未使用券片については、前項の規定にかかわらず、第271条の規定を

適用する。 

３ 旅客は、第１項の規定により残額の払いもどしを請求する場合で、係員の請求があるときは、払

いもどしの請求書を提出しなければならない。 

 

（不乗区間等に対する旅客運賃・料金の払いもどしをしない場合） 

第275条 旅客は、次の各号に掲げる不乗区間等については、旅客運賃・料金の払いもどしを請求する

ことができない。 

(1) 第155条及び第175条の規定により継続乗車中に、前条又は第278条の規定により旅行を中止した

場合の不乗区間 

(2) 第148条の規定により乗車券類の券面に表示された発着区間内の途中駅から任意に旅行を開始

した場合又は同区間内の途中駅で下車した後に前途の駅から任意に乗車した場合の不乗区間 

(3) 第148条の規定により特別車両定期乗車券を使用して特別車両以外の座席車に乗車した場合又

は自由席特別車両券(A)を使用して普通列車の自由席特別車両に乗車した場合の当該区間 

(4) 特別車両以外の座席車又は寝台車に任意に乗車した場合の特別車両券の不使用区間 

 

第276条 削除 

 

（定期乗車券使用開始後の旅客運賃の払いもどし） 

第277条 旅客は、定期乗車券の使用を開始した後、その定期乗車券が不要となつた場合は、有効期間

内であるときに限つて、これを駅に差し出して、既に支払つた定期旅客運賃から、使用経過月数に

相当する定期旅客運賃を差し引いた残額の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、

手数料として、乗車券１枚につき220円を支払うものとする。 

２ 前項の計算については、払いもどし請求の当日は経過日数に算入し、また、１箇月未満の経過日

数は１箇月として計算する。 

３ 第１項の定期乗車券の経過月数に相当する定期旅客運賃は、次の各号によつて計算する。 

(1) 使用経過月数が１箇月又は３箇月のときは、各その月数に相当する定期旅客運賃 

(2) 使用経過月数が２箇月のときは、１箇月に相当する定期旅客運賃の２倍の額 

(3) 使用経過月数が４箇月のときは、３箇月と１箇月に相当する定期旅客運賃の合算額 

(4) 使用経過月数が５箇月のときは、３箇月と１箇月の２倍に相当する定期旅客運賃の合算額 
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（普通回数乗車券使用開始後の旅客運賃の払いもどし） 

第277条の２ 旅客は、普通回数乗車券の使用を開始した後、その普通回数乗車券の一部券片が不要と

なつた場合は、有効期間内であるときに限つて、これを駅に差し出して、既に支払つた普通回数旅

客運賃から、券面区間に対する所定の片道普通旅客運賃に使用券片数（総券片数から旅客が提出し

た券片数を差し引いた券片数とする。以下同じ。）を乗じて算出した旅客運賃額を差し引いた残額

の払いもどしを請求することができる。ただし、旅客が既に支払つた普通回数旅客運賃が免税の場

合は、免税の普通回数旅客運賃から、券面区間に対する免税の片道普通旅客運賃に使用券片数を乗

じて算出した旅客運賃額を差し引いた残額の払いもどしを請求することができる。 

２ 前項の規定により旅客が払いもどしの請求をする場合に、原普通回数乗車券が割引のもの（第40

条に規定する通学用割引普通回数乗車券を除く。）であつて、その割引が券面区間に対して適用の

あるものであるときは、券面区間に対する片道普通旅客運賃を原普通回数乗車券に適用した割引率

による割引の片道普通旅客運賃によつて計算する。 

３ 第１項及び第２項の払いもどしを請求する旅客は、駅に差し出した券片数にかかわらず手数料と

して220円を支払うものとする。 

 

（旅行中止による有効期間の延長及び旅客運賃・料金の払いもどし） 

第278条 旅客は、旅行開始後、次の各号の１に該当する場合であつて、かつ、その所持する乗車券が

有効期間内であるときは、１回に限つて、乗車券を預けた日から有効期間を延長する事由がなくな

つた日の前日までの日数（30日を限度とする。）について、乗車券の有効期間の延長を請求し、又

は既に支払つた旅客運賃から既に乗車した区間の普通旅客運賃を差し引いた残額の払いもどしをそ

の旅行を中止した駅に請求することができる。この場合、払いもどしを受ける旅客は、手数料とし

て乗車券１枚につき220円を支払うものとする。 

(1) 傷い
●

疾病によつて旅行を中止したとき。 

(2) 国会からの喚問その他これに類する行政権又は司法権の発動によつて、旅行を中止したとき。 

２ 前項の規定による有効期間の延長の請求は、旅行開始前の乗車券についても、これを準用する。 

３ 定期乗車券、普通回数乗車券、団体乗車券又は貸切乗車券を使用する旅客は、前２項の請求をす

ることができない。 

４ 第１項の規定による有効期間の延長又は旅客運賃の払いもどしを請求する旅客は、その所持する

急行券（指定急行券を除く。）又は自由席特別車両券についても既に支払つた料金から既に乗車し

た区間の料金を差し引いた残額の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は、手数料

として急行券又は特別車両券１枚につき220円を支払うものとする。 

５ 旅客は、第１項及び第２項の規定により乗車券の有効期間の延長の取扱いを請求しようとする場

合は、あらかじめ関係の駅に申し出て、その乗車券を駅に預けるものとし、かつ、旅行を再び開始

する際乗車券に有効期間延長の証明を受けたうえ、これを受けとるものとする。この場合、旅客が、

第１項の規定により延長のできる期間を原有効期間に加算した有効期間内に再び旅行を開始しない

ときは、その乗車券は無効として回収する。 
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（傷い
●

疾病等の場合の証明） 

第279条 旅客は、前条の規定により有効期間の延長又は旅客運賃・料金の払いもどしを請求する場合

は、その原因が外傷等で一見してその事実が認定できる場合を除き、医師の診断書等これを証明す

るに足りるものを呈示するものとする。 

 

（有効期間の延長及び旅客運賃・料金の払いもどしの特例） 

第280条 発行当日限り有効の乗車券、指定急行券以外の急行券又は自由席特別車両券を所持する旅客

は、当日最終の列車に乗り遅れた場合は、直ちに当該乗車券、急行券又は自由席特別車両券を係員

に呈示して有効期間の延長又は旅客運賃・料金の払いもどしを請求することができる。この場合は、

その翌日まで有効期間を延長又は手数料220円を収受して旅客運賃・料金の払いもどしの取扱いをす

る。 

２ 前項の規定により自由席特別車両券(B)の有効期間を延長する場合は、原券に適用された特別車両

料金と実際の乗車日に適用される特別車両料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどし

をしない。 

 

第281条 削除 

 

   第５款 運行不能及び遅延 

（列車の運行不能・遅延等の場合の取扱方） 

第282条 旅客は、旅行開始後又は使用開始後に、次の各号の１に該当する事由が発生した場合には、

事故発生前に購入した乗車券類について、当該各号の１に定めるいずれかの取扱いを選択のうえ請

求することができる。ただし、定期乗車券及び普通回数乗車券を使用する旅客は、第284条に規定す

る無賃送還（定期乗車券による無賃送還を除く。）、第285条に規定する他経路乗車又は第288条に

規定する有効期間の延長若しくは旅客運賃の払いもどしの取扱いに限つて請求することができる。 

(1) 列車が運行不能となつたとき 

 イ 第282条の２に規定する旅行の中止並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 

 ロ 第283条に規定する有効期間の延長 

 ハ 第284条に規定する無賃送還並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 

 ニ 第285条に規定する他経路乗車並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 

 ホ 第287条に規定する不通区間の別途旅行並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 

 ヘ 第288条に規定する定期乗車券若しくは普通回数乗車券の有効期間の延長又は旅客運賃の払

いもどし 

(2) 列車が運行時刻より遅延し、そのため接続駅で接続予定の列車の出発時刻から１時間以上にわ

たつて目的地に出発する列車に接続を欠いたとき（接続を欠くことが確実なときを含む。）又

は着駅到着時刻に２時間以上遅延したとき（遅延することが確実なときを含む。） 

 イ 第282条の２に規定する旅行の中止並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 

 ロ 第283条に規定する有効期間の延長 

 ハ 第284条に規定する無賃送還並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 
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(3) 車両の故障その他旅客の責任とならない事由によつて、当該列車に乗車することができないと

き 

 イ 第282条の２に規定する旅行の中止並びに旅客運賃及び料金の払いもどし 

 ロ 第283条に規定する有効期間の延長 

２ 旅客は、旅行開始前又は使用開始前に、前項各号に定める事由が発生したため、事故発生前に購

入した乗車券類（定期乗車券及び普通回数乗車券を除く。）が不要となつた場合は、これを駅に差

し出して、すでに支払つた旅客運賃及び料金の払いもどしを請求することができる。ただし、乗車

券、自由席特急券、特定急行券、普通急行券及び自由席特別車両券にあつては、その乗車券類が、

有効期間内（前売のものについては、有効期間の開始日前を含む。）のものであるときに限る。 

 

（旅行中止による旅客運賃及び料金の払いもどし） 

第282条の２ 前条第１項の規定により、旅客が旅行を中止し、乗車券類を駅に差し出して旅客運賃及

び料金の払いもどしの請求をした場合は、次の各号に定める額の払いもどしをする。 

(1) 乗車券 

  旅行中止駅・着駅間に対する旅客運賃。この場合、原乗車券が次のいずれかに該当するときは、

それぞれに定めるところによる。 

 イ 割引乗車券であるときは、割引条件のいかんにかかわらず、旅行中止駅・着駅間に対する当

該割引の旅客運賃とする。 

 ロ 着駅が第86条及び第87条の規定による特定都区市内及び東京山手線内に関連する乗車券であ

るときは、旅行中止駅・当該中心駅間に対する旅客運賃とする。 

 ハ ２駅以上を共通の着駅とした乗車券であるときは、旅行中止駅・当該最遠駅間に対する旅客

運賃とする。 

(2) 急行券 

  当該急行料金の全額。ただし、指定された急行列車（指定急行券以外の急行券又は未指定特急

券の場合は、乗車した急行列車）にその全部又は乗車後その一部を乗車することができなくなつ

たときに限る。 

(3) 特別車両券 

  当該特別車両料金の全額。ただし、指定された特別車両（自由席特別車両券の場合は、乗車し

た列車の特別車両）の全部又は乗車後その一部を使用できなくなつた場合に限る。 

(4) 寝台券 

  当該寝台料金の全額。ただし、当該寝台券に表示された寝台を、使用開始後６時までの間に一

部区間使用できなくなつた場合に限る。 

(5) コンパートメント券 

  当該コンパートメント料金の全額。ただし、指定されたコンパートメント個室車の全部又は乗

車後その一部を使用できなくなつた場合に限る。 

(6) 座席指定券 

当該座席指定料金の全額。ただし、当該座席指定券に表示された座席を使用開始後一部区間使

用できなくなつた場合に限る。 
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（有効期間の延長） 

第283条 第282条第１項の規定により旅客が有効期間の延長の取扱いを請求した場合は、乗車券、自

由席特急券、特定特急券、普通急行券及び自由席特別車両券について、次の各号に定めるところに

より取り扱う。 

(1) 旅客は、有効期間の延長を請求しようとする場合は、あらかじめ、関係の駅に申し出て、当該

乗車券類を駅に預けるものとする。この場合、延長する有効期間は、次の期間とし、この期間を

原有効期間に加算したものを当該乗車券類の有効期間とする。 

イ 第282条第１項第１号に規定する事由による場合は、当該乗車券類を預けた日から開通後５日

以内において旅行を再び開始する日の前日までの日数 

ロ 第282条第１項第２号及び同項第３号に規定する事由による場合は、１日 

(2) 旅客は、旅行を再び開始する際、乗車券類に有効期間延長の証明を受けたうえ、これを受け取

るものとする。 

(3) 旅客が、第１号の規定により延長できる期間を原有効期間に加算した有効期間内に再び旅行を

開始しないときは、その乗車券類は無効として回収する。 

 

（無賃送還の取扱方） 

第284条 第282条第１項の規定により旅客が無賃送還の取扱いの請求をした場合は、次の各号に定め

るところにより取り扱う。 

(1) 無賃送還は、その事実が発生した際使用していた乗車券の券片に表示された発駅（当該乗車券

が発駅共通のものであるときは、発駅共通区間内の旅客の希望駅）までの区間（以下「無賃送

還区間」という。）を最近の列車（急行列車を除く。）に乗車する場合に限り取り扱う。ただ

し、急行券及び特別車両券を使用して乗車した旅客については、次により無賃送還区間を急行

列車又は特別車両により乗車させることがある。 

 イ 急行券を使用した旅客については、急行列車により、当該急行券の発駅までの区間。ただし、

特別急行券以外の急行券を使用した旅客は特別急行列車に乗車することはできない。 

 ロ  特別車両券（グランクラスに有効な特別車両券を除く。）又はコンパートメント券を使用し

た旅客については、特別車両（グランクラスを除く。）又はコンパートメント個室車により、

当該特別車両券又はコンパートメント券の発駅までの区間。ただし、乗車する列車に相当の旅

客車がないとき又は満員等により相当の旅客車に乗車できないときは、適宜の旅客車による。  

 ハ グランクラスに有効な特別車両券を使用した旅客については、グランクラスにより、当該特

別車両券の発駅までの区間。ただし、乗車する列車にグランクラスがないとき又は満員等によ

りグランクラスに乗車できないときは、適宜の旅客車による。 

(2) 無賃送還は、乗車券の券面に表示された経路によつて取り扱うものとする。ただし、やむを得

ない事由によつて乗車券に表示された経路により無賃送還の取扱いができないときは、他の経

路の列車により乗車させることがある。 

(3) 無賃送還中は、途中下車の取扱いをしない。 

(4) 旅客が、前各号による乗車を拒んだときは、無賃送還の取扱いをしない。 

２ 前項の規定により無賃送還を行つた場合は、次の各号の定めるところにより旅客運賃及び料金の
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払いもどしをする。 

(1) 乗車券 

イ 発駅まで無賃送還のとき 

   すでに収受した旅客運賃の全額 

ロ 発駅に至る途中駅まで無賃送還をしたとき又は旅客が無賃送還中の途中駅に下車したとき 

(ｲ) 原乗車券が無割引のものであるときは、途中駅・着駅間に対する無割引の普通旅客運賃 

(ﾛ) 原乗車券が割引のものであるときは、割引条件のいかんにかかわらず、途中駅・着駅間

に対する当該割引の普通旅客運賃 

(ﾊ) (ｲ)及び(ﾛ)の場合、着駅が第86条及び第87条の規定による特定都区市内及び東京山手線

内に関連する乗車券であるときは、当該中心駅を着駅とし、また、２駅以上を共通の着

駅とした乗車券であるときは、その最遠駅を着駅として計算した額 

ハ イ及びロの場合に、旅客が当該券片を使用して途中下車をしていたとき（ロの場合は、途

中駅・着駅間内の駅に途中下車をしていたときに限る。）は、その途中下車駅（途中下車駅

が２駅以上のときは、最終途中下車駅）を途中駅とみなしてロの規定によつて計算した額 

(2) 急行券 

    第282条の２第２号の規定を準用する。 

(3) 特別車両券 

    第282条の２第３号の規定を準用する。 

(4) 寝台券 

    第282条の２第４号の規定を準用する。 

(5) コンパートメント券 

    第282条の２第５号の規定を準用する。 

(6) 座席指定券 

    第282条の２第６号の規定を準用する。 

３ 第１項に規定する無賃送還を行つた場合、普通回数乗車券を使用する旅客は、当該券片をその後

１回に限り、その券面表示事項に従つて使用することができる。 

 

（他経路乗車の取扱方） 

第285条 第282条第１項の規定による他経路乗車の取扱いは、次の各号の定めるところによる。 

(1) 旅客は、その乗車券に表示された着駅と同一目的地（不通区間以遠の駅において途中下車を

予定していた場合は、その駅を含む。）に至る他の最短経路による乗車をすることができる。

ただし、定期乗車券又は普通回数乗車券を使用する旅客は、他の経路による乗車中に途中下車

することができない。 

(2) 旅客は、次に該当する場合に限つて、他の経路を急行列車又は特別車両によつて乗車すること

ができる。ただし、のぞみ号等及びグランクラスにあつては当社が特に認めた場合に限る。 

イ 急行列車に乗車した旅客が、列車が運行不能のため、他の経路を急行列車に乗車する場合。

ただし、普通急行列車に乗車した旅客は、特別急行列車に乗車することはできない。 

ロ 特別車両に乗車した旅客が、列車が運行不能のため、他の経路を特別車両により乗車する
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場合。この場合、特別車両に乗車できなかつたときは、第290条の２の規定により払いもどし

の取扱いを受けるものとする。 

２ 前項の取扱いをする場合は、既に収受した旅客運賃及び料金と実際乗車した区間の普通旅客運賃

及び料金とを比較して、過剰額は払いもどしをするものとし、不足額は収受しない。この場合、原

乗車券が割引乗車券であるときは、割引条件のいかんにかかわらず、実際乗車した区間に対する普

通旅客運賃をその乗車券に適用した割引率による割引の旅客運賃によつて計算する。 

３ 定期乗車券又は普通回数乗車券を使用する旅客について第１項の取扱いをする場合は、前項の規

定にかかわらず、過剰額の払いもどし及び不足額の収受をしない。 

４ 第１項第１号ただし書の規定により定期乗車券又は普通回数乗車券を使用する旅客が他経路を乗

車中に途中下車した場合は、他経路への分岐駅から下車駅までの区間に対する普通旅客運賃（特別

車両に乗車した場合は、特別車両料金を含む。）を収受する。 

 

（旅客運賃・料金の払いもどし駅） 

第286条 第282条の２・第284条又は前条の規定により、旅客運賃・料金の払いもどしを受けようとす

る旅客は、次の各号に定める駅で旅客運賃・料金の払いもどしの請求をしなければならない。 

(1) 無賃送還の取扱いを受けない旅客は、旅行中止駅 

(2) 無賃送還の取扱いを受ける旅客は、送還を終えた駅 

(3) 他の経路を乗車する取扱いを受けた旅客は、旅行を終えた駅 

 

（不通区間の別途旅行の取扱方） 

第287条 第282条の規定により列車の運行不能のため不通となつた区間を、旅客が旅客鉄道会社線に

よらないで別途に旅行し、乗車券の有効期間内に、前途の駅から乗継をするときは、あらかじめ係

員に申し出て不乗証明書の交付を受け、不通区間の旅行を終えた後、乗車券にその証明書を添えて

前途の駅に差し出し、その証明書に記載された不乗区間に対する旅客運賃の払いもどしを請求する

ものとする。 

 

（定期乗車券若しくは普通回数乗車券の有効期間の延長又は旅客運賃の払いもどし） 

第288条 旅客は、第282条第１項の規定により定期乗車券若しくは普通回数乗車券の有効期間の延長

又は旅客運賃の払いもどしをする場合は、列車が運行休止のため、引き続き５日以上その乗車券を

使用できなくなつたときに限り、その乗車券を駅に差し出して、相当日数の延長又は次の各号に定

める金額の払いもどしを請求することができる。 

(1) 定期乗車券 

使用しない区間（２区間以上ある場合は、その区間の営業キロを通算する。）の原定期乗車券

と同一の種類及び有効期間による定期旅客運賃を次の日数（第37条の２第２項の規定によりは
●

数

となる日数を附加して発売したものにあつては、当該日数を加えた日数）で除し、その１円未満

のは
●

数を１円単位に切り上げた日割額に、休止日数を乗じ、は
●

数整理した額 

 イ 有効期間が１箇月のものにあつては、30日 

 ロ 有効期間が３箇月のものにあつては、90日 

notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/C15EB97FF815DA0A492568CD0020A7E5
notes:///492565CD0019DAF9/FCAEE068441C968C49257E07002EDC60
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/D2D62B029EF3B7E4492568CD001F7157
notes:///49257C8200320EC8/AC04E748985A7E6E492565C600319E9E/44428E469C3B11BF492568CD001FBE5E
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 ハ 有効期間が６箇月のものにあつては、180日 

(2) 普通回数乗車券 

普通回数旅客運賃に残余の券片数を乗じ、これを総券片数で除し、は
●

数整理した額。ただし、

免税の普通回数旅客運賃の場合は、免税の普通回数旅客運賃に残余の券片数を乗じ、これを総券

片数で除し、１円未満のは
●

数を切り捨てた額とする。 

 

（急行列車の運行不能・遅延等の場合の取扱方） 

第289条  急行券を所持する旅客が急行列車に乗車した場合で、次の各号の１に該当する事由が発生し

たときは、第282条の規定によるほか、同一方向の他の急行列車により、前途の旅行の継続を請求す

ることができる。ただし、東海道本線、山陽本線又は鹿児島本線を経由する特別急行列車の特別急

行券を所持する旅客が、第１号の事由によりのぞみ号等によつて旅行を継続する場合（ただし、当

社が特に認めた場合を除く。）、東北本線を経由する特別急行券を所持する旅客が、第１号の事由

によりはやぶさ号等によつて旅行を継続する場合（ただし、当社が特に認めた場合を除く。）、東

海道本線、山陽本線若しくは鹿児島本線、東北本線又は高崎線、上越線若しくは信越本線宮内・新

潟間を経由する特別急行列車の特別急行券を所持する旅客が、第２号及び第３号の事由により新幹

線を経由する特別急行列車によつて旅行を継続する場合又は特別急行券以外の急行券を所持する旅

客が、特別急行券を必要とする急行列車によって旅行を継続する場合は、この請求をすることはで

きない。 

(1) 乗車中の急行列車が運行不能となつたとき 

(2) 乗車中の急行列車が運行時刻より２時間以上遅延したとき 

(3) 車両の故障その他旅客の責任とならない事由によつて特別車両券(A)を所持する旅客が、当該

急行列車の特別車両に乗車することができなくなつたとき 

２ 急行券を所持する旅客は、第282条の規定によるほか、第１号から第３号までの１に該当するとき

は、その急行料金の全額の、第４号に該当するときはその急行料金の半額（10円未満のは
●

数を切り

上げて10円単位とした額）の払いもどしを請求することができる。この場合、第57条第２項、第６

項及び第８項の規定を適用して発売した急行券については、当該急行券のうちの１個列車が該当す

る場合であつても、全区間に対して払いもどしの請求をすることができる。 

(1) 急行列車が出発時刻に１時間以上遅延したため、又は遅延することが確実なため、当該列車の

利用を取りやめたとき 

(2) 前項の規定により、他の急行列車に乗車したとき 

(3) 急行列車の遅延により、着駅到着時刻に２時間以上遅延して到着したとき 

(4) 車両の故障等により、固定編成車両以外の車両を連結して特別急行列車を全区間運転する場合

で、当該車両に乗車したとき 

３ 前項の場合であつて、第57条第７項の規定を適用して発売した東京・小倉間の新幹線停車駅と新

鳥栖・鹿児島中央間の新幹線停車駅との相互間の特別急行券のうち、一部の列車が前項第２号の事

由に該当するときは、その該当する列車に乗車を予定していた区間に対する当該列車を利用した場

合の特別急行料金に限つて、払いもどしを請求することができる。 

 

notes:///492565CD0019DAF9/BA88029BFDA5FA9549257E07002EDD97
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（東京駅又は新大阪駅着となる急行券、特別車両券、寝台券又は座席指定券に対する料金の払いもど

しの特例） 

第290条 東海道本線（東海道本線（新幹線）を含む。）を経由する急行列車の急行券、特別車両券、

寝台券又は座席指定券を所持する旅客で、下車駅を東京駅若しくは新橋駅又は新大阪駅とするもの

にあつては、第282条の２の規定により、品川駅と東京駅又は大阪駅と新大阪駅との区間が乗車でき

なくなつた場合（当該区間のうち一部が乗車できなくなつた場合を含む。）の急行券、特別車両券、

寝台券又は座席指定券の払いもどしについては、運行不能となつた駅を当該急行券、特別車両券、

寝台券又は座席指定券の下車駅として取り扱うものとする。この場合、すでに収受した急行料金又

は特別車両料金とすでに乗車した区間に対する急行料金又は特別車両料金とを比較して過剰額の払

いもどしをする。 

２ 前項の規定は、東北本線（新幹線）、高崎線（新幹線）、上越線（新幹線）及び信越本線（新幹

線）を経由する特別急行列車の特別急行券又は特別車両券を所持する旅客で、下車駅を上野駅又は

東京駅とするものであつて、大宮駅と上野駅若しくは東京駅又は上野駅と東京駅との区間が乗車で

きなくなつた場合の特別急行券又は特別車両券の払いもどしに準用する。 

３ 第１項の規定は、東海道本線及び山手線を経由する急行列車の急行券又は特別車両券を所持する旅

客で、下車駅を品川・池袋間各駅とするものであつて、当該区間の一部又は全部が乗車できなくな

つた場合に準用する。 

４ 第１項の規定は、東北本線を経由する急行列車の急行券又は特別車両券を所持する旅客で、下車

駅を上野・品川間各駅とするものであつて、当該区間の一部又は全部が乗車できなくなつた場合に

準用する。 

 

（満員等による特別車両料金の払いもどし） 

第290条の２ 自由席特別車両券（特別車両定期乗車券を除く。）を所持する旅客は、第282条の規定

によるほか、満員、車両の故障又は連結旅客車の臨時変更により特別車両の座席を使用することが

できないため、他の旅客車に乗車する場合は、あらかじめ係員に申し出て、当該列車の係員から不

使用証明書の交付を受け、前途の駅においてこれを提出し、その証明書に記載された区間に対する

特別車両料金の払いもどしを請求することができる。 

 

（運行不能・遅延等の場合のその他の請求） 

第290条の３ 旅客は、第282条、第289条、第290条又は第290条の２に規定する事由が発生した場合は、

その原因が当社の責に帰すべき事由によるものであるか否かにかかわらず、第282条から前条に定め

る取扱いに限つて請求することができる。 

２ 旅客は、列車の運行不能若しくは遅延が発生した場合又は車両の故障等により列車に乗車するこ

とができない場合は、前項に規定するものを除いて、その原因が当社の責に帰すべき事由によるも

のであるか否かにかかわらず、一切の請求をすることはできない。 

notes:///492565CD0019DAF9/FCAEE068441C968C49257E07002EDC60
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   第６款 誤乗及び誤購入 

（誤乗区間の無賃送還） 

第291条 旅客（定期乗車券又は普通回数乗車券を使用する旅客を除く。）が、乗車券面に表示された

区間外に誤つて乗車した場合において、係員がその事実を認定したときは、その乗車券の有効期間

内であるときに限つて、最近の列車（急行列車を除く。）によつて、その誤乗区間について、無賃

送還の取扱いをする。 

２ 前項の取扱いをする場合の誤乗区間については、別に旅客運賃・料金を収受しない。 

 

（誤乗区間無賃送還の取扱方） 

第292条 前条の規定による無賃送還の取扱いは、次の各号に定めるところによる。 

(1) 無賃送還は、特別車両以外の車両によつて取り扱う。ただし、旅客が特別車両券を所持してい

る場合は、特別車両によつて取り扱うことがある。 

(2) 無賃送還中は、途中下車の取扱いをしない。 

２ 旅客が無賃送還中途中駅に下車したときは、誤つて乗車した区間及び既に送還した区間に対して、

それぞれ普通旅客運賃・料金を収受する。 

 

（乗車券類の誤購入の場合の取扱方） 

第293条 旅客が、誤つてその希望する乗車券、急行券又は特別車両券と異なる乗車券、急行券又は特

別車両券を購入した場合で、その誤購入の事由が駅名の同一・類似その他やむを得ないと認められ、

かつ、係員がその事由を認めたときは、正当な乗車券、急行券又は特別車両券に変更の取扱いをす

る。ただし、指定急行券（未指定特急券を除く。）及び指定特別車両券については、この取扱いを

しない。 

２ 前項の場合は、既に収受した旅客運賃、急行料金又は特別車両料金と正当な旅客運賃、急行料金

又は特別車両料金とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもどしをする。 

 

 第８章 入場券 

（入場券の発売） 

第294条 次の各号に掲げる者が、乗車以外の目的で乗降場に入場しようとする場合は、入場券を購入

し、これを所持しなければならない。この場合、入場者の年齢別の区分については、第73条第１項

の規定を準用する。 

(1) 大人 

(2) 小児（大人及び小児が、２人を超える幼児を随伴するときは、その超える幼児については、小

児とみなす。） 

２ 入場券は、駅において、係員又は乗車券類発売機により発売する。この場合、入場券の使用時間

を制限して発売することがある。 

３ 前項後段の規定により入場券の使用時間を制限する場合は、券面に発売時刻及び使用時間を制限

する旨を表示して発売する。 

４ 定期入場券は、別に定める駅において特に必要と認められる場合に限つて発売する。 

５ 入場券は、入場する日の当日に発売する。 

notes:///492565CD0019DAF9/403AB72249F9DD3249257E07002EDCF3
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（入場券の種類及び料金） 

第295条 入場券は、普通入場券及び定期入場券の２種類とし、その料金は、１枚について次の各号に

掲げるとおりとする。 

 (1) 普通入場券 

  イ  ロ以外の駅 

    大人         140円 

    小児          70円 

  ロ  大阪附近の電車特定区間内の各駅 

    大人         120円 

    小児          60円 

 (2) 定期入場券 

  イ  ロ又はハ以外の駅 

    大人       4,540円 

    小児       2,260円 

  ロ  東京附近の電車特定区間内の各駅 

    大人       3,880円 

    小児       1,940円 

  ハ  大阪附近の電車特定区間内の各駅 

    大人       3,890円 

    小児       1,940円 

２ 前項の規定にかかわらず、北海道旅客鉄道会社、四国旅客鉄道会社又は九州旅客鉄道会社内の各

駅における入場料金は、次の額とする。 

 (1) 普通入場券 

  イ 北海道旅客鉄道会社内の各駅 

    大人         170円 

    小児          80円 

    ただし、新青森駅にあつては、前項第１号イに規定する額とする。 

  ロ 四国旅客鉄道会社又は九州旅客鉄道会社内の各駅 

    大人         160円 

    小児          80円 

    ただし、小倉駅又は博多駅にあつては、前項第１号イに規定する額とする。 

 (2) 定期入場券 

   大人        5,030円 

   小児        2,510円 

   ただし、新青森、小倉駅又は博多駅にあつては、前項第２号イに規定する額とする。 

３ 定期入場券を購入しようとする者は、次の様式による定期入場券購入申込書に使用者の住所・氏

名及び年齢を記入のうえ、提出しなければならない。 



平成 30年８月 20日作成 
 

 

備考 第35条第２項に規定する定期乗車券購入申込書をもつてこの申込書に代用することができる。 

 

（入場券の効力） 

第296条 普通入場券は、発売駅で発売当日中に１人１回に限つて、定期入場券は、発売日から１箇月

間発売駅において記名人に限つて使用することができる。この場合、第294条第２項の規定により使

用時間を制限して発売した普通入場券にあつては、当該制限された使用時間（以下「制限使用時間」

という。）内に限つて使用することができる。 

２ 入場券所持者は、列車に立ち入ることができない。ただし、当社が特に認める場合は、この限り

ではない。 

 

 

（入場券が無効となる場合） 

第297条 入場券は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。 

(1) 券面表示事項をぬり消し、又は改変して使用したとき。 

(2) 発売駅以外の駅で使用したとき。 

(3) 定期入場券をその記名人以外の者が使用したとき。 

(4) 大人が小児用の入場券を使用したとき。 

(5) 制限使用時間を超えて使用したとき。ただし、この場合にあつては、使用時間のうち制限使用

時間を超えた時間（以下「超過使用時間」という。）について無効とする。 

(6) その他入場券を不正行為の手段として使用したとき。 

２ 前項の規定は、偽造の入場券を使用して入場した場合に準用する。 

３ 定期入場券が、第１項の規定によつて無効として回収された場合は、その記名人に対して以後定

期入場券の発売をしないことがある。 

 

（入場券の様式） 

第298条 入場券の様式は、次の各号に掲げるとおりとする。この場合、普通入場券にあつてはその表

notes:///492565CD0019DAF9/7E45C979DBD9B66149257E07002EDCCE
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面左端に発行日付印を押したものとし、定期入場券にあつてはその所定欄に駅名、有効期限、氏名、

年齢及び発行年月日をそれぞれ記入したものとする。 

(1) 普通入場券 

イ 一般用（大人小児用） 

 

 

  備考(1) 第294条第２項の規定により使用時間を制限して発売する普通入場券にあつては、「発

売当日１回限り有効」を「発売時刻から２時間以内１回限り有効」の例により表示す

る。 

    (2) 必要に応じ、第184条第２項の規定を準用して様式の変更をすることがある。 

 

ロ 乗車券類発売機用（大人用・小児用） 

   

  備考(1) 表面に淡赤色で第186条に規定する字模様を印刷することがある。 

    (2) 大人専用又は小児専用のものとすることがある。この場合、小児専用のものにあつて

は、第184条第４項第１号の規定を準用する。 

    (3) 大人専用のものに第188条第１項第２号に規定する印を押なつ
● ●

し、小児に対して発売

することがある。 

    (4) 第222条の２に規定する特殊共通券又は第223条第４号に規定する特殊指定共通券の

様式を使用することがある。 

    (5) 第294条第２項の規定により使用時間を制限して発売する普通入場券にあつては、「発

売当日１回限り有効」を「発売時刻から２時間以内１回限り有効」の例により表示す

る。 

notes:///492565CD0019DAF9/7E45C979DBD9B66149257E07002EDCCE
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(2) 定期入場券（大人用・小児用） 

   

        

  備考(1) 表面に淡紫青色で第186条の字模様を印刷する。 

    (2) 必要により駅名を印刷する。 

    (3) 第223条第６号に規定する特殊指定共通券の様式を使用することがある。 

 

（入場券の改札及び引渡し） 

第299条 入場券は、入場の際に、係員に呈示して改札を受け、かつ、普通入場券については入鋏を受

けるものとする。 

２ 入場券は、その使用を終えたときは、直ちに係員に引き渡すものとする。その効力を失つた場合

もまた同じ。 

 

（無札入場者） 

第300条 乗車以外の目的によつて、入場券を所持しないで入場した場合又は第297条第１項第１号か

ら第４号及び第６号の規定により入場券（定期入場券を除く。）を無効として回収した場合は、当

該入場者から第295条の規定による普通入場料金を収受する。また、第297条第１項第５号に該当す

る場合（同項第１号から第４号まで及び第６号とあわせて該当する場合を含む。）は、超過使用時

間を制限使用時間で除したもの（小数点以下切り上げ）に、第295条の規定による普通入場料金を乗

じた額を収受する。 

２ 第297条第１項の規定により定期入場券を無効として回収した場合、当該入場者から当該入場券の

効力の発生した日から無効の事実を発見した当日まで毎日１回ずつ入場したものとして、前項の規

定を準用する。 

３ 前各項の規定は、第297条第２項の規定により偽造の入場券を回収した場合に準用する。 
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（入場料金の払いもどし） 

第301条 第６条の規定により入場券の使用を制限し、又は停止した場合は、普通入場券を所持する者

にあつては、入場料金額の払いもどしを、定期入場券を所持する者にあつては、引き続き５日以上

制限し、又は停止したときに限り、１日につき普通入場券に相当する料金額の払いもどし又は相当

日数の有効期間の延長を請求することができる。 

２ 前項による場合の外、入場料金の払いもどしはしない。 

 

 第９章 ギフトカード及びオレンジカード 

  第１節 ギフトカード 

（ギフトカード） 

第302条 「ギフトカード」とは、乗車券類若しくは入場券（以下この章においてこれらを「乗車券類

等」という。）と引き換え又は第２編第７章の規定により旅客が支払う旅客運賃・料金相当額に充

当することができる当社が発売した証票をいう。 

 （注）ギフトカードの発売は終了している。 

 

（ギフトカードの額面金額） 

第303条 ギフトカードの額面金額は、500円とする。 

 

（乗車券類等との引換え） 

第303条の２ 旅客は、駅において乗車券類等を購入する場合又は第２編第７章の規定により旅客運

賃・料金を支払う場合は、その旅客運賃・料金に相当するギフトカードを引き渡してこれに充当す

ることができる。 

 

（ギフトカードが無効となる場合） 

第304条  ギフトカードは、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。 

(1) 券面表示事項をぬり消し、又は改変して使用したとき 

(2) その他不正行為の手段として使用したとき 

２ 前項の規定は、偽造したものを使用した場合に準用する。 

 

（ギフトカードの様式） 

第304条の２ ギフトカードの様式は、別に定める。 

 

（払いもどし） 

第305条 旅客は、第303条の２の規定によりギフトカードを使用する際に生ずる額面金額未満のは
●

数

を除き、ギフトカードに対する金額の払いもどしを請求することはできない。 

２ 前項にかかわらず、旅客鉄道会社のいずれかが、前払式支払手段に関する内閣府令（平成22年内

閣府令第３号）第42条に規定する基準を満たさなくなつた場合は、資金決済に関する法律（平成21

年法律第59号）第20条第２項の規定に基づき、旅客は、当該旅客鉄道会社の発売したギフトカード

notes:///492565CD0019DAF9/94A36AD2F40CEFCC49257E07002EDD4E
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に対しては、前項に規定する額面金額未満の端数の金額であつても払いもどしを請求することはで

きない。 

 

  第２節 オレンジカード 

（オレンジカード） 

第306条 「オレンジカード」とは、乗車券類等と引き換え、又は精算することができる当社が発売し

た証票をいう。 

 （注）オレンジカードの発売は終了している。 

 

（オレンジカードの種類） 

第306条の２ オレンジカードの種類は、次のとおりとする。 

種  類 
オレンジカード 

の表示額 

500円券 500 

1,000円券 1,000 

3,000円券 3,000 

 

（乗車券類等との引換え） 

第306条の３ オレンジカード所持者は、オレンジカード用の乗車券類発売機等によつて発売する乗車

券類等（普通回数乗車券及び別に定める乗車券類等を除く。）と引き換え、又はオレンジカード用

の精算機によつて精算することができる。 

２ オレンジカードの表示額又は残額が引換え乗車券類等に相当する金額又は精算額に満たない場合

は、別に現金を当該乗車券類発売機等又は精算機に充当することにより、乗車券類等と引換え又は

精算することができる。 

３ 前各項の規定によりオレンジカードにより乗車券類等の引換え又は精算を取り扱う駅は、別に定

める。 

 

（オレンジカードが無効となる場合） 

第306条の４ オレンジカードは、不正行為の手段として使用したときは、無効として回収する。 

２ 前項の規定は、偽造したものを使用した場合に準用する。 

 

（オレンジカードの様式） 

第306条の５ オレンジカードの様式は、別に定める。 

 

（再発行及び払いもどし） 

第306条の６ 旅客は、オレンジカードの紛失等による再発行の請求をすることはできない。 

２ 旅客は、使用開始前又は使用開始後のいずれであつてもオレンジカードの払いもどしを請求する

ことはできない。 
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 第10章 手回り品 

（手回り品及び持込禁制品） 

第307条 旅客は、第308条又は第309条に規定するところにより、その携帯する物品を手回り品として

車内に持ち込むことができる。ただし、次の各号の１に該当する物品は、車内に持ち込むことがで

きない。 

(1) 別表第４号に掲げるもの（以下「危険品」という。）及び他の旅客に危害を及ぼすおそれがあ

るもの 

(2) 暖炉及びこん
● ●

炉（乗車中に使用するおそれがないと認められるもの及び懐炉を除く。） 

(3) 死体 

(4) 動物（少数量の小鳥・小虫類・初生ひな及び魚介類で容器に入れたもの、第308条第３項に規

定する身体障害者補助犬若しくは盲導犬又は第309条第１項の規定により持込みの承諾を受け

た動物を除く。） 

(5) 不潔又は臭気のため、他の旅客に迷惑をかけるおそれがあるもの 

(6) 車両を破損するおそれがあるもの 

２ 旅客が、手回り品中に危険品を収納している疑があるときは、その旅客の立会いを求め、手回り

品の内容を点検することがある。 

３ 前項の規定により手回り品の内容の点検を求めた場合、これに応じない旅客は、前途の乗車をす

ることができない。 

 

（無料手回り品） 

第308条 旅客は、第309条に規定する以外の携帯できる物品であつて、列車の状況により、運輸上支

障を生ずるおそれがないと認められるときに限り、３辺の最大の和が、250センチメートル以内のも

ので、その重量が30キログラム以内のものを無料で車内に２個まで持ち込むことができる。ただし、

長さ２メートルを超える物品は車内に持ち込むことができない。 

２ 旅客は、前項に規定する制限内であつても、自転車及びサーフボードについては、次の各号の１

に該当する場合に限り、車内に持ち込むことができる。 

(1) 自転車にあつては、解体して専用の袋に収納したもの又は折りたたみ式自転車であつて、折り

たたんで専用の袋に収納したもの 

(2) サーフボードにあつては、専用の袋に収納したもの 

３ 旅客は、列車の状況により、運輸上支障を生ずるおそれがないと認められる場合に限り、次の各

号の１に該当する犬を無料で車内に随伴させることができる。 

(1) 身体障害者補助犬法（平成14年法律第49号）第16条第１項に規定する認定を受けた身体障害者

補助犬。ただし、同法第12条に規定された表示を行い、旅客が身体障害者補助犬認定証を所持す

る場合に限る。 

(2) 道路交通法（昭和35年法律第105号）第14条第１項にいう政令で定める盲導犬。ただし、盲導

犬がハーネスをつけ、旅客が盲導犬使用者証を所持している場合に限る。 

 （注） 旅客が、自己の身の回り品として携帯する傘・つえ・ハンドバッグ・ショルダーバッグ等

は、第１項に規定する個数制限にかかわらず、これを車内に持ち込むことができる。 
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（有料手回り品及び普通手回り品料金） 

第309条 旅客は、小犬・猫・はと又はこれらに類する小動物（猛獣及びへびの類を除く。）であつて、

次の各号に該当するものは、前条第１項に規定する制限内である場合に限り、持込区間・持込日そ

の他持込みに関する必要事項を申し出たうえで、当社の承諾を受け、普通手回り品料金を支払つて

車内に持ち込むことができる。 

(1) 長さ70センチメートル以内、最小の立方形の長さ、幅及び高さの和が、90センチメートル程度

の容器に収納したもので、かつ、他の旅客に危害を及ぼし、又は迷惑をかけるおそれがないと

認められるもの 

(2) 容器に収納した重量が10キログラム以内のもの 

２ 普通手回り品料金は、旅客の１回の乗車ごとに、１個について280円とする。 

 

（普通手回り品切符） 

第310条 第309条の規定により普通手回り品料金を支払つて、有料手回り品を車内に持ち込む旅客に

対しては、普通手回り品切符又はこれに代る証票を交付する。 

２ 普通手回り品切符の様式は、次のとおりとする。 

第１種 専用切符 

 

  備考(1) 赤色刷りとする。 

      (2)  番号は、1,000号から1,999号までとし、必要に応じ、番号の左方に「い・ろ・は」の例によ

り記号をつける。 

      (3) 紙質は、上質紙81.4ｇ／㎡とする。 

      (4) 上部の両面に、はと目紙をつける。 

notes:///492565CD0019DAF9/F744B8669598801C49257E07002EDD58
notes:///492565CD0019DAF9/35466E33023BCEC049257E07002EDDB3


平成 30年８月 20日作成 
 

  第２種 共用切符 

  

   

  

  備考(1) 甲・乙及び丙の３片制複写式とし、乙片を旅客に交付する。 

      (2) 番号は、800号から899号までとする。 

      (3) 紙質は、乙片は上質紙81.4ｇ／㎡とし、その他は薄葉紙22.1ｇ／㎡とする。 

      (4) 乙片の裏面上部に、はと目紙をつける。 

(注) 「普通手回り品切符に代る証票」とは、第192条に規定する車内片道乗車券又は第225条に規定する車

内補充券をいう。以下同じ。 

 

第311条 普通手回り品切符又はこれに代る証票は、切符又は証票に表示された条件に従つて当該有料

手回り品を車内に持ち込む場合に限つて有効とする。ただし、途中下車をしたときは、その効力を

失う。 

２ 普通手回り品切符又はこれに代る証票は、次の各号により係員の検査を受けるとともに、途中下

車又は下車の際に、これを係員に引き渡さなければならない。 

(1) 前条第２項の規定による普通手回り品切符は、有料手回り品を持ち込む際に係員に呈示して

その下部に入鋏を受けた後、当該有料手回り品にくくりつけておき、係員から請求があると

きはいつでもこれを呈示する。 

(2) 普通手回り品切符に代る証票は、旅客がこれを携帯し、係員から請求があるときは、いつで  

もこれを呈示する。 

notes:///492565CD0019DAF9/BD3711AF7DED4E7649257E07002EDCBD
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（持込禁制品又は制限外手回り品を持ち込んだ場合の処置） 

第312条 旅客が、第307条第１項ただし書の規定による車内に持ち込むことのできない物品又は第308

条の規定による持込制限を超える物品を当社の承諾を受けないで車内に持ち込んだ場合は、旅客を

最近の駅に下車させ、かつ、次の各号により荷物営業規則（昭和62年４月九州旅客鉄道株式会社公

告第16号。以下「荷物規則」という。）に定める荷物運賃及び増運賃を収受する。 

(1) 第307条第１項ただし書第１号から第５号までの規定による物品を持ち込んだとき 

  当該物品１個ごとの重量によつて計算した相当小荷物運賃（危険品にあつては、荷物規則別表

第１項第３号アの規定による10割増の割増小荷物運賃を適用する。）及びその10倍に相当する増

運賃を収受するほか、危険品にあつては、次に定める増運賃を合わせて収受する。この場合、当

該物品中に危険品以外の物品を混じたときは、危険品の重量（容器又は荷造りの重量を含む。）

のみについて計算する。 

イ 火薬類      １キログラムについて   1,000円 

ロ その他の危険品  １キログラムについて     300円 

(2) 前号の外、車内に持ち込むことのできない物品を持ち込んだとき 

  車内に持ち込んだ物品の総重量によつて計算した相当小荷物運賃（持込物品が２個以上であつ

て、それぞれ適用する小荷物運賃を異にするときは、その全部に対し最高割増を適用して計算す

る。）及びその２倍に相当する増運賃を収受する。ただし、増運賃は、旅客が、物品の無賃運送

を図り荷物運賃を免れる意思が明らかであるときに限つて収受する。 

２ 前項に規定する荷物運賃及び増運賃は、次の各号に定める区間を運送するものとして計算する。 

(1) 前項第１号のときは、乗車券に表示された区間。ただし、旅客が有効の乗車券を所持しないと

きは、旅客の乗車区間、また、その乗車区間が判明しないときは、当該列車の運転区間とする。 

(2) 前項第２号のときは、乗車券に表示された発駅（旅客が有効の乗車券を所持していないときは、

列車の発駅）と、旅客を下車させた駅との区間 

３ 着駅において、旅客が第307条第１項ただし書の規定による車内に持ち込むことのできない物品又

は第308条の規定による持込制限を超える物品を当社の承諾を受けないで車内に持ち込んだことを

発見したときは、前２項の規定を準用する。 

 

（持込禁制品を持ち込もうとした場合の処置） 

第313条 旅客が、第307条第１項ただし書第１号から第５号までの規定による物品を車内に持ち込も

うとした場合は、前条の規定を準用することがある。 

２ 前項の規定による荷物運賃及び増運賃は、当該物品を持ち込もうとした駅と乗車券に表示された

着駅との区間を運送するものとして計算する。ただし、旅客が有効の乗車券を所持していないとき

は、当該物品を持ち込もうとした駅と列車の終着駅との区間を運送するものとして計算する。 

（旅客運送の伴わない物品を持ち込んだ場合の処置） 

第314条 旅客運送の伴わない物品を、手回り品のように装う等の手段により物品の無賃運送を図つた

場合は、無賃運送を図つた者に対し、当該物品の運送区間について、第312条第１項第１号の規定を

準用する。 
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（新幹線にかかる場合の相当小荷物運賃の特則） 

第314条の２ 前３条の規定により相当小荷物運賃を計算する場合において、手回り品を持ち込み若し

くは持ち込もうとした列車又は物品の無賃運送を図つた列車が、新幹線の特別急行列車であるとき

は、相当小荷物運賃の30割増に相当する額を相当小荷物運賃とみなして計算するものとする。 

２ 前項の場合において、新幹線とその他の区間とにまたがつて相当小荷物運賃を計算するときは、

それぞれの区間についての相当小荷物運賃を合算したものとする。 

 

（手回り品の保管） 

第315条 手回り品は、旅客において保管の責任を負うものとする。 

 

（準用規定） 

第316条 手回り品に関する容積及び荷物運賃の計算並びに荷物運賃及び増運賃を収受する場合の証

票については、別に定めがある場合を除いて、荷物規則の定めを準用する。 

 

 第11章 携帯品の一時預り 

（一時預りの取扱駅・取扱範囲及び取扱時間） 

第317条 旅客の携帯品は、別に定める駅において、一時預りの取扱いをする。ただし、次の各号の１

に該当する物品については、一時預りの取扱いをしない。 

(1) １個の長さが２メートル（運動用具・つり道具及び天幕生活用品を除く。）を超えるもの 

(2) １個の最小の立方形の長さ、幅及び高さの和が２メートルを超えるもの 

(3) １個の重量が30キログラムを超えるもの 

(4) 他の物品を汚損するおそれがあるもの 

(5) 臭気を発するもの又は不潔なもの 

(6) 腐敗又は変質しやすいもの 

(7) 荷造が不完全なもの 

(8) 危険品（別表第４号に定めるもの） 

(9) 荷物規則別表第１項第３号アに定めるもの 

(10) 動物 

(11) 死体 

２ 自転車は、前項第２号に規定する容積制限にかかわらず、別に定める駅に限つて、一時預りの取

扱いをする。 

３ 一時預りの取扱時間は、当該駅に掲示する。 

 

（種類及び性質の申出） 

第318条 旅客は、携帯品預入れの際に、その種類及び性質を申し出るものとする。 

２ 容器・荷造等から携帯品の内容が判明せず、かつ、旅客の申出に疑があるときは、旅客において

その内容を明らかにした場合に限つて、一時預りの取扱いをする。 

 

notes:///492565CD0019DAF9/AF2FB4D1DA61719449257E07002EDCD7
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（一口の範囲） 

第319条 一時預り品は、１個を一口とする。ただし、集団の旅客から同時に携帯品２個以上の一時預

けの申出があつた場合で、預け日数その他の取扱条件を同じくするときは、これらを一口として取

り扱うことができる。 

 

（一時預り料） 

第320条 携帯品について一時預りの取扱いをする場合は、１個１日１回について、420円の一時預り

料を収受する。ただし、預入れの日から６日以後の日については、その２倍とする。 

２ 前項の規定による料金は、携帯品預入れの際に、預入れ当日１日分の相当額を収受し、預け日数

が２日以上のものは、その残額を一時預り品引渡しの際に収受する。 

 

（一時預り切符） 

第321条 携帯品の一時預りを受け付けるときは、一時預り切符を交付する。 

２ 一時預り切符の様式は、次のとおりとする。 

第１種 専用切符 

  

  備考(1) 甲及び乙の２片制とし、甲片を預け主に交付する。 

    (2) 甲片の上部左方並びに乙片上部中央及び左方に直径４ミリメートルの穴をあける。 

    (3) 番号は、１号から10,000号までとし、必要に応じ、番号の左方に「い・ろ・は」の例により記

号をつける。 

    (4) 青色刷りとする。 

    (5) 甲及び乙の両片にわたつて、番号（１号以上のゴシック活字・第３号により記号をつけたとき

は記号とも）を赤色で表示する。 

    (6) 同一駅において携帯品一時預り所が２箇所以上ある場合は、その所在箇所を発行駅名の右方「東

京駅（八重洲中央口）」の例により表示する。 

    (7) 紙質は上質紙64ｇ/㎡とする。 

 

  第２種 共用切符（この様式は、第310条第２項に規定する普通手回り品切符第２種共用切符

の様式と同一とする。ただし、乙片に代えて甲片を旅客に交付する。） 

notes:///492565CD0019DAF9/BD3711AF7DED4E7649257E07002EDCBD
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（一時預り期間） 

第322条 預け主は、預入れの日から15日以内に、一時預り品を引き取らなければならない。 

２ 前項に規定する期間内に一時預り品を引き取らない場合は、事故荷物として、預け駅又は当社が

指定した駅において保管する。 

 

（一時預り品の引渡し） 

第323条 一時預り品は、一時預り切符と引換に引渡しをする。ただし、当社が正当権利者であると認

めるときは、その受領印を受けて引渡しをする。 

２ 前項ただし書の規定によるほか、荷物規則第19条第２項の規定を準用する。 

 

（準用規定） 

第324条 荷物規則第24条の規定は、一時預り品について準用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

notes:///49257C8200320EC8/F4AC43CB09408C46492565C60031B4E7/9DB54F311B16CDC74925692D00222EFB
notes:///49257C8200320EC8/F4AC43CB09408C46492565C60031B4E7/5AEFC1FEE77C834E4925692D0022A3BA


平成 30年８月 20日作成 
 

別表第１号～別表第４号 内容省略 

 

別表第１号 地方交通線の線名及び区間 

別表第１号の２ 列車群 

別表第２号イ 北海道旅客鉄道株式会社線の大人普通旅客運賃の特定額（幹線内相互

発着となる場合） 

別表第２号イの２ 四国旅客鉄道株式会社線の大人普通旅客運賃の特定額 

別表第２号イの３ 九州旅客鉄道株式会社線の大人普通旅客運賃の特定額 

別表第２号イの４ 地方交通線の営業キロの区間 

別表第２号イの５ 北海道旅客鉄道株式会社線の大人普通旅客運賃の特定額（地方交通線

内相互発着となる場合） 

別表第２号 ロ 大人通勤定期旅客運賃（幹線内相互発着となる場合） 

別表第２号ロの２ 北海道旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃（幹線内相互発着

となる場合） 

別表第２号ロの３ 四国旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃 

別表第２号ロの４ 四国旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃の特定額（地方交通

線内相互発着となる場合） 

別表第２号ロの５ 四国旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃の特定額（幹線と地

方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ロの６ 九州旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃 

別表第２号ロの７ 九州旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃の特定額（地方交通

線内相互発着となる場合） 

別表第２号ロの８ 九州旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃の特定額（幹線と地

方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号 ハ 大人通勤定期旅客運賃（地方交通線内相互発着となる場合） 

別表第２号ハの２ 北海道旅客鉄道株式会社線の大人通勤定期旅客運賃（地方交通線内相

互発着となる場合） 

別表第２号 ニ 大人通学定期旅客運賃（幹線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの２ 北海道旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃（幹線内相互発着

となる場合） 

別表第２号ニの３ 北海道旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃（幹線内相互

発着となる場合） 
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別表第２号ニの４ 北海道旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃（幹線内相互

発着となる場合） 

別表第２号ニの５ 北海道旅客鉄道株式会社線の小学生等通学定期旅客運賃（幹線内相互

発着となる場合） 

別表第２号ニの６ 四国旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃 

別表第２号ニの７ 四国旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃の特定額（地方交通

線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの８ 四国旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃の特定額（幹線と地

方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ニの９ 四国旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃 

別表第２号ニの 10 四国旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃の特定額（地方

交通線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの 11 四国旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃の特定額（幹線

と地方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ニの 12 四国旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃 

別表第２号ニの 13 四国旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃の特定額（地方

交通線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの 14 四国旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃の特定額（幹線

と地方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ニの 15 四国旅客鉄道株式会社線の小学生等通学定期旅客運賃の特定額（幹線

内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの 16 四国旅客鉄道株式会社線の小学生等通学定期旅客運賃の特定額（地方

交通線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの 17 四国旅客鉄道株式会社線の小学生等通学定期旅客運賃の特定額（幹線

と地方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ニの 18 九州旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃 

別表第２号ニの 19 九州旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃の特定額（地方交通

線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの 20 九州旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃の特定額（幹線と地

方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ニの 21 九州旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃 

別表第２号ニの 22 九州旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃の特定額（地方

交通線内相互発着となる場合） 
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別表第２号ニの 23 九州旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃の特定額（幹線

と地方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号ニの 24 九州旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃 

別表第２号ニの 25 九州旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃の特定額（地方

交通線内相互発着となる場合） 

別表第２号ニの 26 九州旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃の特定額（幹線

と地方交通線を連続して乗車する場合） 

別表第２号 ホ 大人通学定期旅客運賃（地方交通線内相互発着となる場合） 

別表第２号ホの２ 北海道旅客鉄道株式会社線の大人通学定期旅客運賃（地方交通線内相

互発着となる場合） 

別表第２号ホの３ 北海道旅客鉄道株式会社線の高校生等通学定期旅客運賃（地方交通線

内相互発着となる場合） 

別表第２号ホの４ 北海道旅客鉄道株式会社線の中学生等通学定期旅客運賃（地方交通線

内相互発着となる場合） 

別表第２号ホの５ 北海道旅客鉄道株式会社線の小学生等通学定期旅客運賃（地方交通線

内相互発着となる場合） 

別表第２号 ヘ 大人特別車両定期旅客運賃（電車特定区間内相互発着となる場合を除

く。） 

別表第２号 ト 大人特別車両定期旅客運賃（電車特定区間内相互発着となる場合で東

京山手線内相互発着となる場合を除く。） 

別表第２号トの２ 大人特別車両定期旅客運賃（東京山手線内相互発着となる場合） 

別表第２号 チ 削除 

別表第２号 リ 削除 

別表第２号 ヌ 小児通勤定期旅客運賃（幹線内相互発着となる場合）（特定額） 

別表第２号 ル 小児通勤定期旅客運賃（地方交通線内相互発着となる場合）（特定額） 

別表第２号 ヲ 大人通勤定期旅客運賃（東京山手線内相互発着となる場合） 

別表第２号 ヲの２ 大人通勤定期旅客運賃（大阪環状線内相互発着となる場合） 

別表第２号 ワ 大人通学定期旅客運賃（東京山手線内相互発着となる場合） 

別表第２号 ワの２ 大人通学定期旅客運賃（大阪環状線内相互発着となる場合） 

別表第２号 カ 小児通勤定期旅客運賃（東京山手線内相互発着となる場合） 

別表第２号 カの２ 小児通勤定期旅客運賃（大阪環状線内相互発着となる場合） 

別表第２号 ヨ 大人通勤定期旅客運賃（東京附近における電車特定区間内相互発着と

なる場合で東京山手線内相互発着となる場合を除く。） 
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別表第２号 ヨの２ 大人通勤定期旅客運賃（大阪附近における電車特定区間内相互発着と

なる場合で大阪環状線内相互発着となる場合を除く。） 

別表第２号 タ 大人通学定期旅客運賃（東京附近における電車特定区間内相互発着と

なる場合で東京山手線内相互発着となる場合を除く。） 

別表第２号 タの２ 大人通学定期旅客運賃（大阪附近における電車特定区間内相互発着と

なる場合で大阪環状線内相互発着となる場合を除く。） 

別表第２号 レ 小児通勤定期旅客運賃（東京附近における電車特定区間内相互発着と

なる場合で東京山手線内相互発着となる場合を除く。）（特定額） 

別表第２号 レの２ 小児通勤定期旅客運賃（大阪附近における電車特定区間内相互発着と

なる場合で大阪環状線内相互発着となる場合を除く。）（特定額） 

別表第２号 ソ 削除 

別表第２号 ツ 新幹線指定席特急料金 

別表第２号 ネ 新幹線指定席特急料金 

別表第２号 ナ 新幹線指定席特急料金 

別表第２号 ナの２ 新幹線指定席特急料金 

別表第２号 ラ 新幹線指定席特急料金 

別表第２号 ム 新幹線指定席特急料金 

別表第２号 ウ 新幹線指定席特急料金 

別表第２号の２ 行程表又は席番表 

別表第３号 （指定席券の様式） 

別表第４号 危険品 

 


